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補　正　予　算

安心こども基金保育所等緊急整備事業に
１億 1,196 万５千円

平成25年度一般会計予算補正（第４号）（第５号）

７億 9,121 万６千円追加

　平成 25年８月定例会は、８月 30日から９月 19日まで 21日間開催され、
一般質問には21名の議員が登壇しました。平成25年度一般会計補正予算では、
７億9,121万６千円追加され、総額143億 5,904万７千円となります。

８月定例会

　９月 12 日の本会議において本委員会に付託された平成 25 年度各会計予算８議案について、
９月 13 日委員会を開催し、委員出席のもとに慎重に審議しました。その結果について報告し
ます。
　当初、議案第 47 号一般会計補正予算を初め６議案、会期中に２議案が追加上提されました。
追加上程された議案は、８月 30 日から９月１日
にかけての豪雨及び落雷により被災した施設設
備の早期復旧修繕等の予算であり、審議・質疑
の中で辛辣な意見、提言、要望等もありましたが、
市行政の発展を共に担う意欲を示し、早期で適
切な予算の執行を目指すことを要望して、採決
の結果全て全会一致をもって原案どおり可決し
ました。

■平成 25 年度予算特別委員会審査報告
委員長　田原　和幸　議員

平成25年９月13日　予算特別委員会
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主な質疑・答弁

Q 下水道使用料の徴収を東部水道企業団へ委
託する事業効果は。

A

メリットとして他の市・町では 1.5％以上の
徴収率の向上がみられる。ただし数ヶ月滞
納すれば上水道の給水停止となり、支払い
をすれば給水再開となり、そのことにより
徴収率がアップすることが見込まれる。

Q
神埼町の横武地区は農排で整備したが、農
排予定の西郷地区の整備計画はどうなった
のか。

A

平成20年３月に整備構想の見直しを行ない、
住宅密集地は公共下水道で取り組み、密集
地でないところは合併浄化槽整備により取
り組むこととなった。

議案第 44号

議案第 45号

これが聞きたい！

神埼市公共下水道条例の一部改正について

神埼市農業集落排水処理施設条例の一部改正について

神埼浄化センター

横武地区農業集落排水処理施設
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平成 25 年度神埼市一般会計補正予算（第４号）

王仁（わに）博士顕彰公園整備事業　587 万１千円

さが桜マラソン運営事業　84 万５千円

安心こども基金保育所等緊急整備事業　１億 1,196 万５千円

Q 基本計画をプロポーザルで業者委託によ
り作られるが、基本構想の作成は。

A 市としては基本構想を作成し、基本計画
の策定の委託に入っていきたい。

Q
有名選手や、より速い選手の参加を促す
ため、賞金設定や神埼市の特産品を賞品
として出せないのか。

A
賞金を出す議論はしていないが、神埼市
からは菱焼酎、ひしぼうろ、そうめんを
賞品として出している。

Q 工期が半年間あるが、工事期間中の園児
の保育はどうなるのか。

A
敷地の東側に２階建ての園舎が建てられ
るため、現在の西側園舎を使って通常保
育をする。

王仁天満宮

ふるさと大橋付近

戸井土付近 吉野ヶ里歴史公園内
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総務企画部関係

産業建設部関係

千代田庁舎太陽光発電施設整備事業

強い農業づくり交付金事業

予算額　6,068 万円

予算額　１億 230万円

　千代田庁舎の屋根のスペースを活用し、再生可能エネルギーの普及啓発及び行政経費の縮減
を図る。

　神埼市における農業の維持・強化するために必要となる共同利用施設の整備に対する助成を
行い、神埼市の主力作物である米麦生産の低コスト化、高品質化により産地競争力の強化を図る。

Q
今回、千代田庁舎に太陽光発電施設を設置
することに問題はないが、今後の維持管理
費の額はどのようになっているか。

A

地域元気臨時交付金充当事業の交付金で事業
を行なっていく。今の発電装置は掃除が不必
要で、メンテナンスの必要はないので、維持
管理費は発生しないと想定している。

Q

千代田カントリー、西郷南部カントリー、脊
振中部ライスセンターの３地区がこの事業に
取り組んでいるが、強い農業づくり交付金事
業を受ける場合は、新品種の導入を条件とさ
れているが、どのような内容になっているか。

A

千代田カントリーと西郷南部カントリーは、
麦の新品種の作付けが条件となっている。予
定しているのは「ミナミノカオリ」である。
脊振は米の乾燥機の導入で品質の向上を目標
としている。

主な質問

主な質問

〔提案理由〕

〔提案理由〕

予算委員会審議

千代田カントリーエレベーター

千代田庁舎南側
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市民福祉部関係

教育委員会関係

予防接種健康被害調査委員会費

神埼市四か条の誓い、標語看板作成等事業

予算額　21万８千円

予算額　135万円

　予防接種に起因する健康被害が想定される事案について、適正かつ円滑な処理を図るため委
員会を設置し、予防接種による健康被害について審議する。

　様々な規範意識の低下に伴う劣悪な事案等が社会問題となっており、子どもたちに大きな影
響を与えている。今回、神埼市地域力向上運営協議会・神埼市青少年育成市民会議により「神
埼市　四か条の誓い」が制定されたことにより、これからの時代を担う子どもたちが、社会の
一員として健やかに成長していくことができるように、規範意識の高揚を図るため啓発用看板
の設置、バッジの作成を行なうものである。

Q 予防接種健康被害調査委員会費について、「被害
発生時」というのは、いつの時点を指すのか。

A

基本的に被害が発生しなくても、副作用が分かっ
た段階で国へ報告するようになっている。しかし、
被害については、あくまでも「被害が発生した」
と申請しなければ分からないので、今回は申請を
された日が被害発生日だと考えている。

Q バッジのピンは危険がないのか。服に穴が開くという声も聞くが大丈夫か。

A
小学生については、少し危険性があるという
ことで、ピンを取り除いて名札に入れて付け
ている。中学生は、自分たちで判断して付け
ている。

主な質問

主な質問

〔提案理由〕

〔提案理由〕

予算委員会審議
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地方税財源の充実確保を求める意見書

森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関する地方の財源確保のための意見書

佐賀県による消防防災ヘリの導入運用を求める意見書

　地方財源は社会保障関係費などの財政需要の増加や地方税収の低迷等により厳しい状況が続いて
いる。こうした中、基礎自治体である市が、住民サービスやまちづくりを安定的に行うためには、
地方税財源の充実確保が不可欠である。よって国においては下記事項を実現させるよう強く求める。
１．地方交付税の増額による一般財源総額の確保について
２．地方財源の充実確保等について

　自然災害などの脅威から国民の生命財産を守るための森林・林業・山村対策の抜本的な強化をは
かることに加え、二酸化炭素吸収源として最も重要な機能を有する森林の整備・保全等を推進する
市町村の役割を踏まえ「石油石炭税の税率の特例」による税収の一定割合を、森林面積に応じて譲
与する仕組みの構築を強く求める。

　佐賀県では平成 26 年１月よりドクターヘリの導入運用を計画されていますが、ドクターヘリは
不整地には着陸できないばかりか、傷病者をつり上げて収容する機能も有していません。阪神淡路
大震災、東日本大震災を経験し、また近年各地で頻発する豪雨災害、あるいは山間部や海上での災
害・事故を想定すれば消防防災ヘリの導入は不可欠であり、喫緊の課題であります。
　平成 15 年の消防組織法改正により、都道府県が航空機を用いて市町村の消防を支援できる旨が
定められ、市町村が行う消防活動を支援する航空消防体制を整備することは都道府県の役割である
ことが法に明確に示されています。よって佐賀県において、消防防災ヘリを早急に導入するよう強
く求めます。導入にあたっては、国に対してドクターヘリ
並みの財政支援を行うよう要請されることを併せて求める
ものであります。

神埼市民の願いを
意見書にして県・国に届ける

１　平成24年６月１日現在� 73機　　　　　
� （45都道府県、54団体）　　　　　
　○消防庁ヘリコプター
　　（東京消防庁、京都市消防局
　　　　　　及び埼玉県無償使用）
　○消防機関保有ヘリコプター� 30機　　　　　
　　・東京消防庁� ６機　　　　　
　　・15政令都市� 24機　　　　　
　○道県保有ヘリコプター� 40機（38道県）
２　未保有県数� ２県（佐賀県、沖縄県）
※宮城県は、リース機で災害対応（機数計上せず）
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長崎新幹線「西九州ルート」のフル規格化への協議を求める意見書

24

原　
　

信
義

×

23

宮
島　
　

清

×

22

佐
藤　

知
美

×

21

福
田　

淸
道

×

20

内
田　

良
治

○

19

古
賀　

安
行

○

18

永
沼　
　

彰

○

17

松
本　

軍
二

○

16

山
口　

義
文

○

15

廣
瀧　

恒
明

○

14

山
田　

一
明

○

13

内
村　

夏
生

×

12

田
原　

和
幸

○

11

原
口
ひ
さ
よ

○

10

白
石　

昌
利

○

９

野
副　

昭

○

８

野
口　

英
樹

×

７

實
松　

博
記

○

６

中
野　
　

均

×

５

簑
原　
　

忍

○

４

宮
地　
　

明

○

３

古
川　

裕
紀

○

２

木
原　

憲
治

○

１

片
江　
　

護

果結決議号番案議

可決（多数）意見書第６号

賛否一覧表 ※議案について、賛成・反対の双方があった場合のみ表示しています。

　長崎本線の武雄温泉～新鳥栖間の 93 ヶ所の踏切の改善を求めることは当然のことである。
しかしそれがなぜ新幹線フル規格化をしなければいけないのか論理が飛躍している。
　新幹線よりも在来線の整備充実こそ望まれる。また費用対効果においてもわずか 20 数分の
短縮のために 3,000 億円近いお金をかけ、本当に経済効果があるのか疑問である。長崎新幹線
により、博多への一極集中が強まり地方が疲へいするという可能性も否定できない。

　長崎新幹線がフル規格で整備されることにより、神埼市民が危険な目にあうことがなく、そ
して不便な思いをすることがないように、さらには新幹線に期待される本来の効果、利便性や
安全性、快適性などを存分に発揮し、観光客やビジネスマンが多く利用していただくことで、
佐賀県が潤い、神埼市にも経済効果が期待できるように、新幹線整備を全区間フル規格へと再
検討していただきたいとの思いからである。

反対討論（福田淸道議員）

賛成討論（古川裕紀議員）

賛否があった意見書を紹介します。

　武雄温泉～新鳥栖間は既存の長崎本線を利用する計画となって、狭軌から標準へ切り替えできるフ
リーゲージトレインの導入が前提とされている。
　武雄温泉～新鳥栖間には 93 ヶ所の踏み切りがある。新幹線化によって、運行列車は現在以上に増
便される予定であるが、踏み切りの安全対策には新幹線整備の予算はついていない。
　関西圏や中部への行き来は、フリーゲージトレインでは博多駅で山陽新幹線への乗り換えが基本で
ある。関西圏と西九州が直接結ばれることが大事であり、そのためには、新鳥栖～長崎間をフル規格
で整備することが重要となってくる。
　フル規格化へは、佐賀県の地元負担金が約 800 億円と多額で
あることが大きな課題であることは充分理解できるものの、こ
れからの西九州地域全体の将来を浮揚するために、佐賀県、長
崎県、国、ＪＲの４者でフル規格化への協議を行うことを強く
要望するものである。
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産業建設常任委員会　行政視察研修報告
　

去
る
８
月
19
日
・
20
日
と
、

宮
崎
県
都
城
市
の
下
水
道
事
業

の
取
り
組
み
と
、
鹿
児
島
県
出

水
市
の
企
業
誘
致
の
取
り
組
み

を
、視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

【
都
城
市
の
下
水
道
事
業
に
つ

い
て
】

　

人
口
は
約
17
万
人
で
、
神
埼

市
同
様
、
公
共
下
水
道
、
農
業

集
落
排
水
及
び
処
理
浄
化
槽
に

よ
り
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
公

共
下
水
道
事
業
は
、
人
口
普
及

率
41
・
３
％
、
接
続
率
は
78
・

９
％
で
、
面
積
ベ
ー
ス
の
整
備

進
渉
率
は
72
・
４
％
で
あ
り
ま

し
た
。
今
回
の
視
察
の
テ
ー
マ

と
し
て
い
た
「
人
口
減
少
等
に

よ
る
下
水
道
事
業
の
見
直
し
」

に
つ
い
て
、
都
城
市
は
平
成
19

年
度
に
計
画
を
見
直
し
、
今
後

さ
ら
に
公
共
下
水
道
事
業
計
画

の
縮
小
を
模
索
し
て
お
り
、
事

業
費
も
安
く
、
短
期
間
で
事
業

効
果
が
得
ら
れ
る
浄
化
整
備
に

転
換
し
て
行
く
考
え
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
尚
、
浄
化
槽
整
備

は
、
個
人
設
置
へ
の
補
助
方
式

で
あ
り
、
市
町
村
整
備
型
へ
の

取
り
組
み
、
転
換
計
画
は
な
い

と
の
こ
と
で
し
た
。
下
水
道
事

業
の
経
営
面
で
は
、
水
洗
化
率

の
向
上
と
使
用
料
収
入
が
最
重

要
課
題
と
認
識
さ
れ
、
専
任
の

嘱
託
職
員
１
名
を
配
置
し
、
加

入
促
進
活
動
が
行
わ
れ
て
お
り
、

神
埼
市
に
お
い
て
も
加
入
率
向
上

の
対
策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
認
識
し
ま
し
た
。

【
出
水
市
の
企
業
誘
致
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
】

　

人
口
は
約
５
６
，
０
０
０
人
、

面
積
は
３
３
０
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
と
神
埼
市
の
約
２
倍
の
規
模
の

鹿
児
島
県
北
部
の
都
市
で
農
工
併

進
の
産
業
振
興
を
図
ら
れ
て
い
ま

す
。
平
成
21
年
に
大
手
電
気
機
器

メ
ー
カ
ー
２
社
が
相
次
い
で
撤

退
、
正
規
社
員
で
約
千
人
の
雇
用

が
失
わ
れ
ま
し
た
。
渋
谷
出
水
市

長
か
ら
１
，
５
０
０
人
程
の
人
口

の
減
少
と
６
億
８
千
万
円
程
度
の

税
収
減
少
な
ど
当
時
の
状
況
説
明

が
あ
り
、
市
の
基
盤
産
業
で
あ
る

農
業
を
中
心
と
し
た
足
腰
の
強
い

ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
い
た
こ
と
で

持
ち
応
え
ら
れ
た
と
述
懐
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
撤
退
を
踏
ま
え
、
税
制
面

の
優
遇
措
置
を
は
じ
め
と
す
る
各
種

施
策
を
展
開
し
た
り
、
企
業
誘
致
対

策
室
の
新
設
や
企
業
誘
致
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
な
ど
体
制
の
強
化
を
図
ら

れ
た
り
、
種
々
の
参
考
と
な
る
施

策
が
多
く
、
今
後
も
調
査
研
究
の

必
要
が
あ
る
と
認
識
し
ま
し
た
。

総務常任委員会行政視察研修報告
　

総
務
常
任
委
員
会
は
、
去
る

８
月
21
日
に
兵
庫
県
宝
塚
市
に

「
集
中
豪
雨
等
の
浸
水
対
策
に

つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
行
政
視

察
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

宝
塚
市
で
は
、
急
激
な
都
市

化
や
降
雨
状
況
の
変
化
に
よ

り
、
水
害
が
た
び
た
び
発
生
し

て
い
る
た
め
浸
水
・
排
水
対
策

と
し
て
市
内
を
流
れ
る
荒
神
川

の
河
川
改
修
に
着
手
さ
れ
て
い

る
。
神
埼
市
も
城
原
川
や
田
手

川
な
ど
の
天
井
川
に
影
響
を
受

け
る
低
平
地
を
有
し
て
い
る
為

に
、
現
在
様
々
な
対
策
が
取
ら

れ
て
は
い
ま
す
が
、
宝
塚
市
に

お
い
て
ど
の
よ
う
な
浸
水
対
策

が
行
わ
れ
て
い
る
か
を
研
究
し

て
き
ま
し
た
。

　

集
中
豪
雨
等
へ
の
対
応
と
し

て
、
ソ
フ
ト
面
の
対
策
に
つ
い

て
は
、水
環
境
改
善
の
為
に「
水

の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
策
定

さ
れ
、
そ
の
他
に
も
避
難
判
断

基
準
マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
、
開
発

ま
ち
づ
く
り
条
例
に
お
け
る
調

整
池
設
置
基
準
の
見
直
し
等
に

も
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ハ
ー
ド
面
の
対
策
に
つ
い
て

は
、
市
民
の
避
難
場
所
と
し
て

の
防
災
公
園
を
整
備
し
て
浸
水

被
害
の
解
消
の
為
、
荒
神
川
の

河
床
を
掘
り
下
げ
て
河
川
の
一

部
に
二
層
化
区
間
を
設
け
、
流
下
能

力
を
高
め
る
改
善
策
を
取
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
流
下
能
力

は
三
倍
化
し
て
一
段
と
向
上
し
、
浸

水
被
害
は
大
幅
に
減
少
し
た
と
の
こ

と
で
し
た
。
河
川
整
備
事
業
を
実
施

す
る
過
程
に
お
い
て
、
市
民
に
分
か

り
易
い
ソ
フ
ト
事
業
を
展
開
さ
せ
、

市
民
の
治
水
、
親
水
の
意
識
の
高
ま

り
を
導
く
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
先
の

取
り
組
み
や
新
し
く
出
て
く
る
難
題

解
決
に
対
し
て
も
、
市
民
の
理
解
を

得
な
が
ら
河
川
流
域
の
市
民
の
生
命

と
財
産
を
守
る
た
め
、
地
域
の
状
況

に
応
じ
適
切
に
実
施
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
る
視
察
研
修
と
な
り

ま
し
た
。

二層化区間河川
視察の様子

委 

員 

長　

原　
　

信
義　

委
　
員　

野
副　

 

昭

副
委
員
長　

古
賀　

安
行　

委
　
員　

白
石　

昌
利

委
　
　
員　

片
江　
　

護　

委
　
員　

山
田　

一
明

委
　
　
員　

木
原　

憲
治　

委
　
員　

松
本　

軍
二

委 

員 

長　

山
口　

義
文　

委
　
員　

田
原　

和
幸

副
委
員
長　

内
村　

夏
生　

委
　
員　

永
沼　
　

彰

委
　
　
員　

中
野　
　

均　

委
　
員　

内
田　

良
治

委
　
　
員　

原
口
ひ
さ
よ　

委
　
員　

福
田　

淸
道
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議会改革検討特別委員会の経過報告

佐賀県市議会議長会議員研修会報告

　

議
会
改
革
検
討
特
別
委
員
会

の
閉
会
中
並
び
に
会
期
中
の
活

動
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

特
別
委
員
会
で
は
、「
各
種

審
議
会
・
委
員
会
等
の
関
わ
り

に
つ
い
て
」、「
議
会
報
告
会
に

つ
い
て
」
を
議
題
と
し
て
９
月

17
日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し

た
。「
各
種
審
議
会
・
委
員
会

の
関
わ
り
に
つ
い
て
」
は
８
月

２
日
開
催
の
委
員
会
に
引
き
続

き
協
議
を
行
い
ま
し
た
。
今
回

の
審
議
で
は
、
各
常
任
委
員
会

の
審
議
結
果
及
び
各
種
審
議
会

委
員
会
の
設
置
根
拠
を
定
め
が

あ
る
も
の
、
並
び
に
市
議
会
で

の
関
わ
り
が
必
要
と
協
議
さ
れ

た
以
外
に
つ
い
て
は
、
議
員
の

就
任
を
辞
退
す
る
事
で
決
定
し

ま
し
た
。
審
議
結
果
を
文
書
に

て
執
行
部
へ
報
告
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
次
に
去
る
５
月
24

日
の
委
員
会
で
開
催
が
決
定
さ

れ
た
「
議
会
報
告
会
に
つ
い
て
」

で
す
が
開
催
に
あ
た
っ
て
の
実

施
要
綱
を
策
定
す
る
た
め
、
専

門
チ
ー
ム
を
設
け
、
７
月
25
日

に
最
終
素
案
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
伴
い
８
月
２
日
に

議
会
改
革
検
討
特
別
委
員
会
を

開
催
し
、
議
会
報
告
会
実
施
要

綱
を
制
定
し
ま
し
た
。
議
会
報
告

会
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
開
催
ま

で
の
諸
調
整
や
準
備
に
十
分
な
期

間
が
不
足
す
る
な
ど
の
理
由
に
よ

り
、
今
年
度
の
開
催
は
見
合
わ
せ

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
が
、
次
期

改
選
後
に
お
い
て
、
要
綱
に
基
づ

き
実
施
時
期
や
実
施
場
所
を
速
や

か
に
協
議
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
以
上
の
よ
う
に
議
会
改
革
検

討
特
別
委
員
会
で
は
、
議
会
報
告

会
や
議
員
の
各
種
審
議
会
・
委
員

会
等
の
役
割
に
つ
い
て
の
審
議
は

終
わ
り
ま
し
た
が
、
各
分
科
会
で

審
議
未
了
の
案
件
や
改
選
後
の
議

会
運
営
な
ど
引
き
続
き
閉
会
中
の

継
続
調
査
を
行
い
ま
す
。

佐賀県市議会議長会研修

議長交際費を公表します
議長交際費の公表
　� （平成 25年４月～平成 25年９月）

項　目 件数 支出額（円）

御　　祝 ７ 21,200

会　　費 ２ 13,000

視察対応 ０ ０

視察御礼 ２ 5,481

その他 １ 5,000

計 12 44,681

　去る８月２日、県内の市議会議員を対象と
した研修会が武雄市において開催されました。
「最近における地方議会をめぐる動き」という
演題の下、地方自治法の改正の経緯と概要に
ついて、全国都道府県議会議長会議事調査部
長内田一夫氏が講演されました。地方の自主
性の拡大に伴う議会の役割について大変勉強
となる研修になりました。

委
員　

全
議
員
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追跡レポート追跡レポート
あの事業はどうなったの？

過去に定例会で可決した事業が、その後、市政にどのように
反映されたのか追跡調査してみました。

　神埼市ケーブルテレビ整備支援事業　12 億 7,644 万３千円
　佐賀シティビジョン（株）が行うケーブルテレビ整備事業に対し、「ＩＣＴふるさと元気事業」
を活用し、市内インターネット等ブロードバンド格差や地デジ受信格差の是正を図るとともに
地域チャンネル等を活用した行政情報伝達の充実を図る事業である。

　平成 25 年 10 月 15 日、神埼市ケーブルテレビ整備
支援事業の現状について、市長公室による現状の説
明を受け、佐賀シティビジョン（株）を訪問しました。
　平成 23 年４月に供用開始し加入促進に努められ、
平成 25 年９月末の加入割合は 16.7％で、今後の目標
は 21％を目指してあります。
　また、加入促進対策として、ぶんぶんテレビの新
たな商品、データ放送、おくやみ情報、議会中継等
コンテンツを充実しながら、２ヶ月間のお試し加入
等企画されています。皆さんも加入しませんか。

地域イベント放送状況（平成25年８月～９月）

放送日 地区行事
８月５日 姉川東分千灯篭
８月５日 鶴田夏祭り
８月５日 百万遍（姉川上・下分）
８月12日 原の町納涼大会
８月12日 長崎街道かんざき宿場まつり
８月12日 的地区観音講
８月19日 地蔵町千燈籠
８月19日 ４丁目・西小津ヶ里合同夏祭り
８月19日 高志七夕祭
８月19日 大石地区交流まつり
８月19日 本堀地区千燈籠祭り・観音さん祭り
８月19日 石井ヶ里地区七夕夏まつり
８月26日 ハンギーまつり
９月２日 脊振わんぱくまつり
９月９日 詫西二十三夜尊祭
９月９日 駅ヶ里料理教室
９月９日 千燈籠田道地区
９月９日 白角折神社夏季例祭　朝日地区
９月23日 猪面グラウンドゴルフ大会
９月23日 柏原グラウンドゴルフ

神埼市の指定避難所でぶんぶんテレビの防災情報
がご覧いただけます。（避難所開設時）
神埼小学校体育館 千代田中部小学校体育館
神埼中学校 千代田中学校体育館
神埼中央公園体育館 次郎体育館
神埼中央公民館 千代田町保健センター
神埼町保健センター 千代田東部小学校体育館
神埼高等学校体育館 脊振小学校体育館
西郷小学校
（放課後児童クラブ） 脊振中学校

西郷小学校 脊振勤労者体育館
西郷小学校体育館 倉谷避難所
神埼市Ｂ＆Ｇ海洋センター脊振 2000 年館
神埼清明高等学校体育館脊振公民館
仁比山小学校体育館 久保山消防詰所
かんざき日の隈寮３Ｆ 鳥羽院山荘
千代田西部小学校体育館
その他、地区公民館 136 ヶ所で無料提供中

　市内全域にケーブルテレビ敷設を行うことにより、平成 23 年７月 24 日のテレビ電波完全地
デジ化及び、インターネット環境の格差是正に寄与しています。
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委
員
長

　
内
村
　
夏
生

副
委
員
長

　
原
口
ひ
さ
よ

決 算 特 別 委 員 会

古川　裕紀
文教厚生常任委員会

簑原　　忍
文教厚生常任委員会

實松　博記
文教厚生常任委員会

古賀　安行
総務常任委員会

野副　 昭
総務常任委員会

福田　淸道
産業建設常任委員会

廣瀧　恒明
文教厚生常任委員会

宮島　　清
文教厚生常任委員会

松本　軍二
総務常任委員会

前年度の決算認定に係る議案を審査

７月８日　議会広報編集特別委員会
７月16日　議会広報編集特別委員会
７月17日　佐賀県市議会議長会事務局職員研修会（神埼市）
７月22日　議会広報編集特別委員会
７月24～25日　※佐賀県市議会議長会視察研修（秋田市他）
７月25日　議会改革検討特別委員会
７月26日　※全国市議会議長会第147回建設運輸委員会（東

京都）
７月30日　議会広報編集特別委員会
　　　　　平成25年度知事・市長議長懇話会（佐賀市）
８月２日　議会改革検討特別委員会（小委員会）
　　　　　議会改革検討特別委員会
　　　　　佐賀県市議会議長会議員研修（武雄市）
８月７日　産業建設常任委員会
８月８～９日
　　　　　※佐賀県市議会議長会事務局職員先例都市視

察（京都市）
８月19 ～ 20日
　　　　　産業建設常任委員会行政視察研修（宮崎県都

城市、鹿児島県出水市）
８月21 ～ 22日
　　　　　総務常任委員会行政視察研修（兵庫県宝塚市）
　　　　　文教厚生常任委員会
　　　　　産業建設常任委員会

８月27日　議会運営委員会
８月30日～９月19日　神埼市議会定例会
９月11日　議会運営委員会
　　　　　議会広報編集特別委員会
９月12日　決算特別委員会
９月13日　予算特別委員会
９月17日　総務常任委員会
　　　　　産業建設常任委員会
　　　　　議会改革検討特別委員会（小委員会）
　　　　　議会改革検討特別委員会
９月19日　議会運営委員会
９月30日　議会応報編集特別委員会
　　　　　※印は議長のみ出席

《議会の動き》

９月12日全員協議会
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市政を問う！《市民の声を》

神
埼
市
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
　
　
　
　

環
境
に
つ
い
て

一般質問

一般質問

古川　裕紀

内村　夏生

神埼市の

インターネット

戦略について

中山間地域等
直接支払い制度が、
来年度で
終了するが

神
埼
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

つ
い
て
、
内
容
の
更
新
に
は
料

金
が
発
生
す
る
の
か
。

来
年
度
か
ら
全
県
立
高
校
の
新

入
生
を
対
象
と
し
て
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
の
配
布
が
決
定
す
る

な
ど
、
今
後
ま
す
ま
す
無
線

L
A
N
の
必
要
性
が
高
ま
る
。
中
央
公

民
館
の
改
修
に
あ
わ
せ
て
館
内
に
公
共
無

線
L
A
N
（
w
i

－

f
i
）
を
整
備
し

て
は
ど
う
か
。

ト
ッ
プ
画
面
の
新
着
情
報
が
、

内
容
の
重
要
度
で
は
な
く
更
新

順
に
表
示
さ
れ
て
い
る
た
め
、

時
間
が
経
過
す
れ
ば
、
た
と
え

重
要
な
情
報
で
も
探
さ
な
い
と
見
つ
け
ら

れ
な
い
の
だ
が
、
こ
れ
は
不
親
切
で
は
な

い
の
か
。

市
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
く
ね
ん
ワ

ン
」「
く
ね
ん
ニ
ャ
ン
」
が
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
登
録
後
、
数
か
月

放
置
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

管
理
さ
れ
て
い
る
の
か
。

地
域
の
現
状
は
、
高
齢
化
等
で

集
落
機
能
維
持
が
出
来
る
か
大

変
な
状
況
。
こ
れ
ま
で
は
ど
う

に
か
継
続
さ
れ
て
き
た
が
、
次

期
対
策
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
は

違
っ
て
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
が
予
想
さ

れ
る
。
国
の
方
針
が
決
ま
っ
て
か
ら
で
は

遅
す
ぎ
る
。
集
落
ご
と
の
的
確
な
実
態
を

早
急
に
捉
え
、
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
誘

導
を
し
て
、
今
後
の
地
域
を
守
っ
て
い
く

こ
と
が
、
市
と
し
て
の
役
割
。
早
急
に
対

策
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
の
中
で
、

補
助
事
業
で
実
施
し
た
地
区
で

も
、
そ
の
対
策
強
化
の
取
り
組

み
は
、
再
度
補
助
事
業
で
実
施

が
可
能
と
聞
い
た
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
早

急
に
事
業
説
明
、
要
望
調
査
を
実
施
す
る

べ
き
で
は
。

今
後
の
農
業
は
、
T
P
P
の

動
向
や
次
期
農
政
対
策
の
不
透

明
さ
な
ど
に
加
え
、
現
状
で
は

高
齢
化
に
よ
る
担
い
手
不
足
な

ど
、
地
域
農
業
が
持
続
で
き
る
か
非
常
に

案
じ
ら
れ
る
状
況
。
北
部
中
山
間
地
域
で

は
、
農
業
の
持
続
発
展
の
た
め
、
こ
れ
ま

で
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
い
制
度
の
取

り
組
み
が
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き

た
。
こ
の
制
度
も
、
来
年
度
で
３
期
目
が

終
了
す
る
が
、
次
期
対
策
に
向
け
て
、
今

後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
な

の
か
。

レ
イ
ア
ウ
ト
更
新
や
タ
イ
ト
ル

画
像
修
正
等
に
料
金
が
発
生
す

る
。
平
成
24
年
度
の
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
更
新
業
務
委
託
料
は
76

万
６
千
円
。

神
埼
市
観
光
協
会
が
情
報
発
信

の
ツ
ー
ル
と
し
て
登
録
し
運
用

管
理
し
て
い
る
。
ま
だ
ま
だ
不

慣
れ
で
十
分
対
応
出
来
て
い
な

い
の
が
現
状
。
今
後
は
市
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
の
た
め
、
市
と
観
光
協
会
が
協
力

し
活
用
し
て
い
き
た
い
。

す
で
に
市
の
総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
の
中
に
も
入
れ
て
い
る

項
目
で
も
あ
り
、
今
後
は
観
光

地
に
も
整
備
し
観
光
立
市
を
目

指
し
て
い
こ
う
と
い
う
議
論
も
あ
る
中

で
、
中
央
公
民
館
に
は
当
然
必
要
だ
と
思

う
。
前
向
き
に
や

る
方
向
で
検
討
し

た
い
。

現
状
で
は
、
新
着
情
報
に
つ
い

て
は
時
系
列
に
て
十
数
件
し
か

表
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
以

前
の
も
の
は
一
覧
表
示
で
探
さ

な
け
れ
ば
閲
覧
で
き
な
い
。
今
後
は
レ
イ

ア
ウ
ト
等
を
工
夫
し
な
が
ら
正
確
か
つ
迅

速
な
情
報
発
信
に
努
め
た
い
。

事
業
継
続
や
新
た
な
制
度
見
直

し
を
含
め
、
国
・
県
に
強
く
要

望
し
て
い
く
。

当
制
度
の
実
施
に
よ
り
、
集
落

が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が

な
さ
れ
、
地
域
農
業
の
み
な
ら

ず
集
落
機
能
維
持
に
も
当
事
業

は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
地
域
農
業
振
興

の
た
め
、
事
業
継
続
や
新
た
な
制
度
の
見

直
し
を
含
め
国・県
に
強
く
要
望
し
て
い
く
。

担
い
手
不
足
な
ど
深
刻
な
状
況

で
あ
り
、
各
集
落
協
定
者
と
の

意
見
交
換
等
を
密
に
し
、
問
題

点
・
要
望
等
を
洗
い
出
し
、
地

域
農
業
が
持
続
発
展
す
る
よ
う
取
組
ん
で

い
く
。

今
年
度
中
に
要
望
調
査
を
実
施

し
、
26
年
度
事
業
で
要
求
す
る

よ
う
進
め
て
い
く
。

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

A
総務企画

部長

A
産業建設
部理事

A

市長

A
総務企画

部長

A
産業建設

部長

A
産業建設

部長

A
農政水産

課長

A
農政水産

課長

そ
の
他
の
質
問

・
市
有
地
の
未
登
記
処
理
、
市
税
等
の
滞

納
処
理
、
荒
廃
農
地
対
策
に
つ
い
て
。
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佐藤　知美

原　　信義

医療・介護は

市内大雨洪水時の

内水面排水能力の

向上へ

中
地
江
川
改
修
事
業
の
進
捗
と

中
地
江
川
排
水
機
場
の
お
か
げ

で
ず
い
ぶ
ん
冠
水
も
少
な
く
な

り
、
地
元
も
喜
ん
で
い
ま
す
が
、

中
地
江
川
改
修
が
進
め
ば
さ
ら
に
地
域
の

排
水
は
よ
く
な
り
、
そ
れ
は
市
街
地
の
内

水
面
排
水
向
上
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
中

地
江
川
改
修
工
事
の
現
況
と
今
後
の
見
通

し
を
お
聞
き
し
ま
す
。

神
埼
町
南
部
は
、
以
前
よ
り
改

善
さ
れ
た
が
豪
雨
の
際
は
県
営

曽
根
線
を
伝
っ
て
大
量
の
雨
水

を
下
板
地
区
ま
で
一
気
に
運

び
、
下
流
域
は
冠
水
し
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
状
況
を
改
善
す
る
た
め
、
三
本
松
川

と
馬
場
川
の
排
水
機
場
ポ
ン
プ
の
パ
ワ
ー

昨
年
７
月
の
九
州
北
部
豪
雨
で

農
地
３
２
０
h
a
が
冠
水
し
、

農
作
物
に
被
害
を
出
し
た
国
営

三
田
川
線
末
端
地
域
圃
場
の
水

害
対
策
に
つ
い
て
は
、
解
決
の
基
本
方
向

を
明
示
し
、
地
域
住
民
の
行
政
へ
の
期
待

に
応
え
る
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
市
の
考

え
方
を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

神
埼
市
で
は
要
介
護
１
・
２
三

百
四
十
八
人
の
方
が
お
ら
れ
ま

す
が
施
設
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で

難
し
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

第
五
点
、
市
町
村
へ
の
影
響
は
、
受
け

皿
な
ど
も
含
め
、
具
体
的
な
内
容
・
方
法
・

財
源
等
も
不
明
で
す
の
で
、市
と
し
て
は
、

今
後
の
状
況
を
十
分
注
視
し
た
い
。

三
本
松
川
排
水
機
場
に
は
毎
秒

５
ト
ン
の
ポ
ン
プ
が
２
台
設

置
。
馬
場
川
排
水
機
場
に
は
毎

秒
３
ト
ン
の
ポ
ン
プ
が
２
台
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
両
排
水
機
場
の
能
力

ア
ッ
プ
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
田
手
川
河

川
整
備
計
画
の
も
と
、
流
下
流
量
と
の
関

係
で
現
状
は
難
し
い
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

市
と
し
て
は
、
潟
土
の
し
ゅ
ん
せ
つ
等
で

現
在
の
能
力
を
最
大
限
発
揮
で
き
る
よ
う

県
に
要
請
し
て
い
き
ま
す
。

昨
年
９
月
、
地
区
関
係
区
長
さ

ん
か
ら
要
望
活
動
の
要
請
を
受

け
て
、
本
地
域
の
排
水
強
化
対

策
に
つ
い
て
要
望
を
行
っ
て
い

ま
す
。
過
去
の
建
設
経
緯
を
踏
ま
え
る
と

排
水
ポ
ン
プ
新
設
は
非
常
に
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
も
の
で
す
が

排
水
強
化
に
向
け

た
整
備
が
実
現
す

る
よ
う
強
く
要
請

し
て
い
き
た
い
。

こ
れ
ま
で
に
佐
賀
江
川
合
流
点

か
ら
境
原
の
浜
水
門
ま
で
の
区

間
と
、
国
道
２
６
４
号
大
善
坊

橋
か
ら
姉
川
の
碇
堰
ま
で
の
改

修
を
終
え
、
現
在
は
浜
水
門
の
上
流
の
蛇

行
箇
所
の
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
工
事
な
ど
に

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
24
年
度
末
の
進

捗
は
、
事
業
費
ベ
ー
ス
で
80
％
で
す
。

医
療
分
野
で
は
、
負
担
の
あ
り

方
を
年
齢
別
か
ら
能
力
別
に
切

り
か
え
、
70
才
か
ら
74
才
の
医

療
費
窓
口
負
担
を
１
割
か
ら
２

割
に
段
階
的
に
引
き
上
げ
る
。
平
成
二
十

九
年
度
を
め
ど
に
、
国
保
を
市
町
村
か
ら

都
道
府
県
へ
移
管
す
る
こ
と
。

　

市
民
へ
の
影
響
は
、
負
担
と
給
付
の
問

題
で
国
保
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

低
所
得
者
の
保
険
料
負
担
を
軽
減
す
る
措

置
な
ど
、
第
三
点
目
の
広
域
化
に
つ
い
て

は
、
事
業
運
営
の
広
域
化
と
し
て
市
町
は

適
正
化
計
画
の
実
施
、
財
政
運
営
の
広
域

化
と
し
て
保
険
財
政
安
定
化
事
業
の
拡
充

な
ど
、
今
後
国
の
動
向
に
合
わ
せ
広
域
化

に
向
け
た
協
議
が
行
な
わ
れ
る
。

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

A
福祉事務

所長

A
産業建設

部長

A
産業建設

部長

A
産業建設

部長

A
市民福祉

部長

社
会
保
障
制
度
改
革
推
進
法
に

基
づ
い
て
、
社
会
保
障
制
度
改

革
国
民
会
議
が
設
置
さ
れ
、
公

的
年
金
制
度
、
医
療
制
度
、
介

護
保
険
制
度
、
少
子
化
対
策
の
み
分
野
で

論
議
・
検
討
さ
れ
最
終
報
告
書
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
報
告
書
の
内
容
は
改
定
で
は
な

く
、
新
た
な
負
担
増
と
サ
ー
ビ
ス
の
切
り

捨
て
が
数
多
く
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、

今
回
の
報
告
で
医
療
制
度
は
ど
の
よ
う
に

変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

　

第
二
点
、
制
度
変
更
に
よ
っ
て
市
民
に

ど
の
よ
う
な
影
響
が
出
て
く
る
か
。

　

第
三
点
、
国
民
健
康
保
険
の
広
域
化
論

議
は
ど
の
よ
う
な
段
階
に
あ
る
か
。

　

第
四
点
、介
護
保
険
で
は
要
支
援
１
・
２

を
段
階
的
に
介
護
保
険
か
ら
外
し
、
各
自

治
体
の
地
域
支
援
事
業
に
切
り
か
え
る
と

し
て
い
る
が
神
埼
市
は
受
け
入
れ
可
能
か
。

　

第
五
点
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入

所
基
準
を
要
介
護
三
か
ら
に
厳
格
化
す
る

と
し
て
い
る
が
市
内
の
入
所
者
・
待
機
者

へ
の
影
響
は
ど
の
よ
う
に
な
る
か
。

Q

質 問

ア
ッ
プ
を
図
れ
ば
、
排
水
対
策
に
よ
り
効

果
が
あ
る
と
思
う
が
、
市
の
考
え
を
お
た

ず
ね
し
ま
す
。
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實松　博記

野口　英樹

耐用年数を
過ぎた
クリーンセンター
今後の計画は

地区子育て

懇談会について

操
業
開
始
１
９
９
７
年
以
来
早

16
年
が
過
ぎ
て
い
る
。
操
業
当

初
は
、
７
ケ
市
町
村
に
よ
る
一

部
事
務
組
合
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ

た
。
現
在
で
は
市
町
村
合
併
に
よ
り
吉

野
ヶ
里
町
・
神
埼
市
・
佐
賀
市
１
町
２
市

に
よ
る
構
成
に
成
っ
て
い
る
。
こ
の
様
な

施
設
は
耐
用
年
数
は
、
約
15
年
と
言
わ
れ

て
い
る
。
振
り
返
る
と
創
業
当
時
は
、
約

６
０
０
億
円
ほ
ど
投
資
し
て
い
る
。
現
在

の
状
況
で
は
単
独
で
造
り
直
す
か
、
県
が

指
導
す
る
「
鳥
栖
三
養
基
西
部
環
境
施
設

組
合
」
と
の
合
併
な
の
か
選
択
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
聞
く
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
、

現
在
の
施
設
は
取
り
壊
し
に
な
る
。
取
り

壊
し
に
対
し
て
も
多
く
の
費
用
が
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
様
な
状
況
に
ど
の
様
な
見
通

し
を
立
て
て
い
る
の
か
。

こ
の
施
設
に
併
設
さ
れ
た
、
灰

溶
融
炉
施
設
に
つ
い
て
は
、
平

成
19
年
に
約
10
億
円
を
投
じ
て

併
設
さ
れ
た
。
１
５
０
０
度
の

高
温
で
再
燃
焼
処
理
さ
れ
、
残
っ
た
ス
ラ

グ
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
さ
れ
て
い
る
と

聞
く
。
し
か
し
、こ
の
高
温
処
理
の
た
め
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
は
ク
リ
ア
す
る
も
の
の
、

高
温
の
た
め
、
焼
却
内
の
炉
が
、
非
常
に

消
耗
が
早
く
、
全
国
的
に
多
く
の
事
故
が

報
告
さ
れ
て
い
る
。
又
プ
ラ
ン
ト
メ
ー

カ
ー
の
保
証
期
間
も
昨
年
終
了
し
て
い
る

中
で
、
今
後
の
維
持
管
理
費
用
を
含
め
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
大
丈
夫
な
の
か
。

　

ど
ち
ら
に
し
て
も
、
残
り
10
年
を
切
っ

た
施
設
で
あ
り
、
や
が
て
必
要
と
な
る
経

費
を
考
え
、
基
金
の
備
え
も
考
え
る
べ
き

で
あ
る
。

今
年
の
地
区
子
育
て
懇
談
会
で
、

中
学
校
・
小
学
校
の
先
生
で
地
区

掛
け
持
ち
が
あ
っ
た
為
、学
校
の

様
子
等
お
尋
ね
出
来
な
か
っ
た
地
区
が
あ

る
が
、な
ぜ
地
区
掛
け
持
ち
に
な
っ
た
の
か
。

平
成
24
年
度
の
地
区
子
育
て
懇
談

会
出
席
状
況
で
は
、
町
別
出
席
率

は
非
常
に
少
な
い
（
31
・
４
％
以

下
）。
ま
た
、
出
席
率
１
０
０
％
以
上
の
地

区
か
ら
出
席
率
10
％
未
満
の
地
区
の
表
示

が
あ
る
。
出
席
率
を
上
げ
る
の
に
周
知
や

声
か
け
等
努
力
を
さ
れ
て
い
る
中
で
、
出

席
率
の
高
い
地
区
は
世
帯
数
が
少
な
く
、

出
席
率
の
低
い
地
区
は
世
帯
数
が
多
い
地

区
に
な
っ
て
い
る
傾
向
で
は
な
い
か
。
そ

こ
で
、
例
え
ば
世
帯
数
20
戸
未
満
・
21
戸

～
40
戸
未
満
・
41
戸
～
60
戸
未
満
・
61
戸

～
80
戸
未
満
・
81
戸
～
１
０
０
戸
未
満
・

１
０
０
戸
以
上
の
区
分
で
の
出
席
率
の
多

い
地
区
・
少
な
い
地
区
を
表
示
し
た
ら
地
区
の

御
努
力
が
わ
か
り
や
す
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

灰
溶
融
炉
に
つ
い
て
は
今
迄
目

立
っ
た
事
故
も
な
く
、
年
に
１

回
程
度
補
修
工
事
を
施
し
て
い

る
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
に
つ

い
て
は
、
当
初
か

ら
予
定
さ
れ
て
い

た
範
囲
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
施
設
の
耐
用
年
数

は
、
15
年
ぐ
ら
い
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、
高
価
な
施
設
で
あ
り
、

全
国
的
に
は
維
持
管
理
に
注
意

を
払
い
20
年
～
25
年
程
使
用
さ
れ
て
い
る

の
が
現
状
で
あ
る
。
県
で
は
４
ブ
ロ
ッ
ク

地
区
子
育
て
懇
談
会
は
、
出
席
し
て

頂
く
関
係
者
の
協
力
の
も
と
に
開

催
し
て
い
る
。
学
校
の
先
生
方
に
も

学
校
の
行
事
等
あ
る
中
、
で
き
る
範

囲
の
中
で
協
力
し
て
頂
い
て
い
る
。
た
だ
今
年

は
、
中
学
校
の
中
体
連
が
そ
の
週
の
土
曜
日
か

ら
始
ま
っ
た
為
、
準
備
等
で
学
校
の
中
で
調
整

し
て
も
ら
っ
た
。
今
後
、
地
区
掛
け
持
ち
に
な

ら
な
い
よ
う
に
、
検
討
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

参
加
者
の
状
況
で
す
が
、
平
成

23
年
度
が
２
，
８
０
２
人
・
平

成
24
年
度
が
２
，
９
７
４
人
・

平
成
25
年
度
が
３
，
０
４
３
人

と
毎
年
参
加
者
は
増
え
て
い
る
状
況
で

す
。
出
席
率
等
の
表
示
の
仕
方
に
つ
い
て

は
、
今
後
検
討
し
て
市
民
に
お
知
ら
せ
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

A
市民福祉

部長

A

市民部長

A

教育部長

A

教育部長

に
区
割
り
し
、
組
合
を
合
併
し
な
が
ら
広

域
的
な
ご
み
処
理
施
設
を
推
進
し
て
い

る
。
ま
た
、
ど
ち
ら
に
し
て
も
高
額
な
解

体
費
用
を
有
す
る
た
め
、
大
き
な
課
題
と

し
て
考
え
て
い
る
。

平成 24 年度 第７回地区
 子育て懇談会の報告、反省
１．町別出席率

戸数 出席者数 出席率
神 埼 町 6,376 1,631（295） 25.6
千 代田町 3,628 1,138（146） 31.4
脊 振 町 556 205（ 77） 36.9
市 全 体 10,560 2,974（518） 28.2
昨 年 度 10,463 2,802（437） 26.8

（子どもの数（　）も出席者に含む）
２．出席率 100％以上の地区
　・神埼町…戸井田（150.0）、池辺田（115.4）、

曾根ヶ里（110.5）、猪面（103.2）、大門（100.0）
　・千代田町…龍尾（119.0）、上地（100.0）
３．出席率 80 ～ 99％の地区
　・神埼町…上六丁（87.5）、川寄（83.8）
　・千代田町…小鹿（95.0）
４．出席率 60 ～ 79％の地区
　・神埼町…蔵戸（78.1）、野田（77.8）、竹原
（74.5）、馬郡（73.0）、伏部（72.2）、荒堅
目（70.3）、山田（67.4）、二子（67.2）、神
納（64.9）

　・千代田町…上黒井（78.3）、又南里（77.3）、
下板（75.7）、柴尾（74.3）、用作（72.7）、
快楽（72.7）、高志（64.7）、十条（63.9）、
中津（63.0）、丁太田（61.9）、大石（60.0）

５．出席率 50 ～ 59％の地区
　・神埼町…柏原（55.3）、八子（53.8）、三谷（51.4）
　・千代田町…藤西（59.0）、新宿（58.6）、仁

戸田（57.9）、林慶（57.7）、仲田町団地（56.3）、
嘉納（51.2）、出来島（51.1）

　・脊振町…一番ヶ瀬（53.3）、鳥羽院（53.2）
６．出席率の低い地区
　・10 パーセント未満…神埼町（２地区）、千

代田町（２地区）、脊振町（０地区）
　・10 ～ 20 パーセント…神埼町（13 地区）、

千代田町（６地区）、脊振町（０地区）
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一般質問

一般質問

中野　　均

松本　軍二

法面崩壊が激しい
市道の安全対策に
ついて

行財政改革は急務、

および福祉行政の

充実について

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
高
度

情
報
化
の
進
展
・
市
民
の
価
値

観
の
多
様
化
な
ど
社
会
経
済
情

勢
が
大
き
く
変
化
す
る
な
か
組

織
の
強
化
が
要
求
さ
れ
る
。
地
方
分
権
が

進
み
自
治
体
の
力
が
試
さ
れ
、
格
差
が
生

じ
、
先
見
性
や
危
機
管
理
能
力
な
ど
の
経

営
感
覚
が
問
わ
れ
行
政
に
携
わ
る
者
の
意

識
改
革
こ
そ
が
行
政
改
革
の
基
礎
で
あ

り
、
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置
個
所
で
法

面
が
な
く
宙
に
浮
い
た
よ
う
な

箇
所
で
非
常
に
危
険
な
状
態
に

な
っ
て
い
る
。
特
に
、
大
石
地

区
か
ら
莞
牟
田
、
本
告
牟
田
で
早
急
に
対

応
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

本
来
、
来
年
の
予
算
は
前
年
度

の
決
算
状
況
を
分
析
・
検
討
結

果
を
反
映
し
策
定
す
る
も
の

で
、
３
月
末
よ
り
９
ヶ
月
後
の

12
月
決
算
認
定
は
遅
す
ぎ
る
。
市
民
は
生

65
才
以
上
の
元
気
な
高
齢
者
が

介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
を

お
手
伝
い
し
、
介
護
予
防
と
地

域
貢
献
、
介
護
保
険
料
の
軽
減

に
結
び
付
け
る
。
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
導
入
を
。

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
一
次
避
難
所
で
は
生
活
に

支
障
を
き
た
す
高
齢
者
、
心
身

体
障
害
者
、
乳
幼
児
、
病
弱
者

な
ど
を
二
次
的
に
受
け
入
れ
る
福
祉
避
難

所
が
必
要
と
認
識
す
る
が
対
応
は
。

国
営
総
合
農
地
防
災
事
業
及
び

県
営
ク
リ
ー
ク
機
能
保
全
対
策

事
業
計
画
さ
れ
て
い
る
地
区
の

ク
リ
ー
ク
の
法
面
崩
壊
や
傷
み

が
激
し
い
と
こ
ろ
の
隣
接
す
る
圃
場
、
道

路
を
優
先
に
実
施
し
て
頂
く
よ
う
要
望
し

て
い
る
。
工
事
が
着
手
さ
れ
る
ま
で
の
間

で
災
害
な
ど
の
突
発
的
な
危
険
箇
所
が
出

た
場
合
は
、
国
・
県
と
調
整
を
図
り
市
民

最
も
危
険
な
箇
所
が
あ
れ
ば
、

部
分
的
に
で
も
応
急
的
な
対
応

を
図
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

次
年
度
へ
反
映
さ
せ
る
た
め
議

会
の
認
定
時
期
を
早
め
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
の
考
え
方
も
あ

り
、
改
善
の
方
向
で
他
自
治
体

の
実
施
状
況
な
ど
、
収
集
に
努
め
研
究
を

進
め
る
。高

齢
者
自
身
が
社
会
参
加
、
地

域
貢
献
を
行
う
こ
と
で
自
ら
の

介
護
予
防
や
健
康
増
進
も
図
ら

れ
る
事
業
で
あ
り
、
佐
賀
中
部

広
域
連
合
で
サ
ポ
ー
テ
ィ
ア
事
業
と
し
て

昨
年
11
月
よ
り
導
入
し
て
い
る
。

一
次
避
難
所
生
活
に
特
別
な
配

慮
を
要
す
る
方
々
に
は
、
健
康

面
・
精
神
面
に
ス
ト
レ
ス
を
与

え
る
事
と
な
り
福
祉
避
難
所
の

必
要
性
を
有
し
、
市
内
２
ヶ
所
の
施
設
と

９
月
中
頃
ま
で
に
協
定
締
結
予
定
。

今
般
の
社
会
経
済
情
勢
、
市
民

の
ニ
ー
ズ
は
複
雑
多
岐
に
変
化

す
る
時
代
に
対
応
す
る
た
め
、

「
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」

を
念
頭
に
お
き
「
神
埼
市
人
材
育
成
基
本

方
針
」
に
基
づ
き
、
職
員
の
や
る
気
を
引

き
だ
し
、
育
て
、
生
か
す
こ
と
を
主
眼
に

お
き
、
職
員
の
育
成
、
意
識
の
改
革
に
努

め
て
い
る
。

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

A
産業建設

部長

A
産業建設

部長

A
総務企画

部長

A
福祉事務

所長

A
福祉事務

所長

A
総務企画

部長

県
営
ク
リ
ー
ク
防
災
機
能
保
全

対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、
２
０

１
２
年
か
ら
12
年
か
け
補
修
工

事
を
す
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、

国
営
・
県
営
水
路
及
び
圃
場
整
備
事
業
で

構
築
さ
れ
た
幹
線
水
路
は
、
集
中
豪
雨
、

干
ば
つ
や
土
質
、
地
層
な
ど
に
よ
り
、
法

面
崩
壊
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。

　

特
に
、
国
営
・
県
営
の
管
理
道
路
を
占

有
し
て
市
道
認
定
し
て
い
る
所
で
数
多
く

の
法
面
崩
壊
を
し
て
危
険
な
箇
所
が
あ
る

の
で
、
当
事
業
の
工
事
着
手
ま
で
の
期
間

に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
安
全
対
策
を

行
な
い
、
市
民
の
安
全
を
守
っ
て
い
く
の

か
。

Q

質 問

命
財
産
の
保
全
か
ら
福
祉
の
向
上
の
た

め
、
収
入
の
一
部
を
税
金
と
し
て
市
に
信

託
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
決
算
認
定
時
期
の

前
倒
し
に
つ
い
て
。

や
利
用
者
に
支
障
を
及
ぼ
す
よ
う
な
状

態
、又
は
非
常
に
危
険
な
法
落
ち
箇
所
は
、

緊
急
対
策
と
し
て
市
の
ほ
う
で
暫
定
的
な

応
急
対
策
を
行
な
う
必
要
が
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
市
集
落
営
農
活
動
と
後
継
者
対
策
に
つ

い
て

法落ち激しい危険な市道
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一般質問

一般質問

永沼　　彰

白石　昌利

公営住宅等
長寿命化計画に
基づく住宅整備に
ついて

シングル介護への

行政支援の

取り組みについて

長
寿
命
化
計
画
は
何
を
基
本
と

し
て
作
ら
れ
、
計
画
に
基
づ
く

整
備
状
況
を
お
聞
き
し
ま
す
。

公
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
総
合
改
善

事
業
の
要
件
は
、
又
市
営
住
宅

で
は
事
業
に
該
当
し
な
い
団
地

は
ど
こ
の
団
地
で
何
戸
あ
る
の

か
。
ま
た
事
業
の
対
象
と
な
ら
な
い
住
宅

は
今
後
ど
う
い
う
対
応
を
と
ら
れ
る
か
併

せ
て
お
伺
い
し
ま
す
。

耐
用
年
数
を
経
過
し
た
住
宅
の

将
来
の
た
め
に
住
宅
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
を
作
成
し
方
向
性
を
示

す
べ
き
と
思
う
が
お
伺
い
す
る
。

様
々
な
地
域
（
自
治
体
）
で
青

色
回
転
灯
を
装
備
す
る
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
車
が
導
入
さ
れ
て
お

り
、
機
動
力
を
生
か
し
た
「
見

せ
る
」
防
犯
活
動
の
効
果
は
高
く
、
積
極

的
な
運
用
が
求
め
ら
れ
る
が
市
の
考
え

は
。

高
齢
化
社
会
が
急
速
に
進
む
中

で
、
老
老
介
護
と
同
様
に
、
今
、

問
題
化
し
つ
つ
あ
る
介
護
の
形

態
の
一
つ
、
シ
ン
グ
ル
介
護
へ

の
行
政
支
援
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
独

身
の
子
供
が
親
の
介
護
を
す
る
「
シ
ン
グ

ル
介
護
」
が
増
え
、
介
護
者
の
多
く
が
鬱う
つ

状
態
に
あ
る
と
い
う
精
神
面
の
負
担
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
親
の
介
護
の
為
仕
事
を

辞
め
ざ
る
を
え
ず
、
生
活
費
に
困
る
と
言

う
社
会
問
題
に
発
展
し
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。
又
、
高
齢
者
の
い
る
世
帯
構
造

も
大
き
く
変
化
し
た
と
言
わ
れ
、
親
と
子

ど
も
の
同
居
の
観
点
か
ら
み
る
と
、
未
婚

率
が
上
昇
す
る
中
で
三
世
代
世
帯
は
減
少

し
、
親
と
未
婚
の
子
の
み
の
世
帯
が
増
加

し
た
た
め
、
世
帯
の
高
齢
者
が
認
知
症
と

な
り
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
、
仕
事

の
両
立
が
問
題
と
な
る
ケ
ー
ス
も
増
加
し

て
い
る
と
言
わ
れ
る
。
今
後
は
、
非
婚
の

子
ど
も
が
親
を
介
護
し
て
い
る
「
シ
ン
グ

ル
介
護
」
を
ど
う
支
え
て
い
く
か
が
重
要

な
課
題
の
一
つ
と
な
り
、
こ
の
よ
う
な
問

題
意
識
の
も
と
シ
ン
グ
ル
介
護
を
と
り
ま

こ
の
計
画
は
平
成
22
年
か
ら
平

成
27
年
ま
で
の
計
画
期
間
で

す
。
現
在
、
計
画
に
基
づ
き
平

成
22
年
に
火
災
報
知
機
の
設
置

を
行
い
23
年
よ
り
Ｒ
Ｃ
構
造
の
市
営
住
宅

の
外
壁
等
の
改
修
工
事
に
取
り
組
み
東

野
ヶ
里
１
・
２
号
棟
が
完
了
、
平
成
25
年

こ
の
計
画
に
つ
い
て
は
現
在
の

と
こ
ろ
未
策
定
だ
が
国
や
県
の

上
位
計
画
と
も
整
合
性
を
図
り

市
営
住
宅
の
み
な
ら
ず
民
間
ス

ト
ッ
ク
の
活
用
な
ど
神
埼
市
の
住
宅
事
情

に
即
し
た
計
画
の
策
定
に
向
け
進
ん
で
ま

い
り
た
い
。 平

成
２
年
度
以
前
に
国
の
補
助

金
を
受
け
て
整
備
さ
れ
た
公
営

住
宅
で
、
そ
の
中
で
費
用
対
効

果
の
観
点
か
ら
耐
久
性
の
面
で

改
善
後
、
相
当
期
間
継
続
使
用
が
可
能
な

住
宅
、
と
さ
れ
て
い
る
。
事
業
の
対
象
外

は
木
造
で
既
に
耐
用
年
数
を
経
過
し
て
い

る
本
堀
団
地
48
戸
、
姉
団
地
45
戸
、
下
神

代
団
地
２
戸
と
西
小
津
ヶ
里
団
地
50
戸
、

他
の
事
業
で
整
備
さ
れ
た
脊
振
町
の
若
者

定
住
宅
の
20
戸
が
事
業
要
件
に
合
致
せ

ず
、
対
象
外
と
な
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続

き
適
切
な
修
繕
を
行
い
住
環
境
の
維
持
保

全
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

シ
ン
グ
ル
介
護
の
対
応
に
つ
い

て
は
、
市
と
し
て
も
ど
ん
な
取

り
組
み
支
援
が
必
要
な
の
か

又
、
出
来
る
の
か
を
関
係
機
関

や
市
の
関
係
部
署
と
研
究
、検
討
を
行
う
。

尚
、
シ
ン
グ
ル
介
護
を
テ
ー
マ
と
し
た
講

演
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
の
開
催
に
つ
い

て
は
国
・
県
の
動
向
を
視
野
に
入
れ
て
進

め
た
い
。
又
、
シ
ン
グ
ル
介
護
の
希
望
者

に
は
個
別
相
談
も
考
え
て
お
り
、
介
護
者

が
気
軽
に
相
談
で
き
る
事
や
、
介
護
に
役

立
つ
情
報
を
得
る
事
は
介
護
者
の
不
安
軽

減
と
し
て
は
大
変
重
要
で
あ
る
と
思
っ
て

い
る
。

青
色
回
転
灯
に
よ
る
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
は
犯
罪
の
防
止
に
効
果

が
あ
る
も
の

と
考
え
、
関

係
課
・
機
関
と
協
議
を

行
い
前
向
き
に
検
討
す

る
。

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

A
産業建設

部長

A
産業建設

部長

A
産業建設

部長

A
福祉事務

所長

A

教育部長

度
よ
り
東
野
ヶ
里
、姉
、井
上
団
地
の
外
壁

等
改
修
工
事
を
前
倒
し
て
実
施
し
て
い
る
。

く
現
状
を
把
握
し
て
、
今
後
の
支
援
の
方

向
性
を
検
討
す
る
事
が
急
務
と
考
え
市
の

取
り
組
み
状
況
と
考
え
を
伺
う
。

市
民
へ
の
安
全
対
策

姉団地（千代田町）
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市政を問う！《市民の声を》

一般質問

一般質問

簑原　　忍

古賀　安行

田手川水系の
河川改修並びに
進捗状況について

松本市長、

３期目を引き続き

市制を担う意欲は

松
本
市
長
は
初
代
市
長
に
就
任

さ
れ
、
２
期
目
も
残
す
と
こ
ろ

半
年
、
市
民
の
生
命
・
財
産
を

守
る
こ
と
を
第
一
義
と
し
、
平

成
20
年
３
月
市
民
の
皆
様
が
安
全
で
安
心

し
て
活
き
活
き
と
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
の
指
針
と
し
て
、
神
埼
市
総
合

計
画
を
策
定
し
、
現
在
計
画
半
ば
、
再
選

し
３
期
目
を
引
き
続
き
市
制
を
担
う
意
欲

は
。

合
併
時
に
お
け
る
農
道
舗
装
率

は
、
千
代
田
町
53
％
神
埼
町

91
％
で
、
格
差
是
正
す
る
た
め

の
農
道
舗
装
整
備
の
進
捗
状
況

は
。

認
定
農
道
以
外
の
未
舗
装
農
道

を
今
後
、
ど
の
よ
う
に
整
備
す

る
の
か
。

樋
道
橋
下
流
の
詫
田
第
３
樋
管

付
近
で
は
、
中
洲
の
雑
木
が
大

木
に
成
長
し
、
雑
木
が
中
洲
へ

の
ガ
タ
土
の
体
積
を
助
長
す
る
よ
う
な
状

況
と
な
っ
て
い
る
。
流
下
能
力
を
低
下
さ

せ
て
い
る
。
早
急
な
伐
採
と
堆
積
し
て
い

る
ガ
タ
土
の
除
去
を
。

馬
場
川
下
流
、
笛
の
橋
付
近
の

整
備
は
。

三
本
松
川
河
川
改
修
の
必
要
性

に
つ
い
て
は
、
十
分
に
県
も
認

識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

馬
場
川
の
野
目
ヶ
里
橋
か
け
か

え
工
事
が
地
元
協
議
が
調
い
、
本
年
度
か

ら
工
事
に
着
手
さ
れ
る
。
馬
場
川
の
工
事

が
あ
る
程
度
進
ん
だ
の
で
、
今
後
、
加
速

的
に
進
捗
が
図
ら
れ
る
と
思
っ
て
い
る
。

現
地
の
確
認
を
し
て
、
市
道
・

県
道
の
交
差
点
で
も
あ
る
が
、

必
要
な
対
応
を
考
え
る
。

市
独
自
の
補
助
制
度
は
設
け
て

い
な
い
が
、
被
災
者
の
方
々
に

は
、
安
心
し
て
住
ん
で
い
た
だ

く
た
め
に
、
県
の
絆
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
一
緒
に
な
っ
て
物
心
両
面
か
ら
の

支
援
を
、
今
後
に
お
い
て
も
、
県
と
一
緒

に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

24
年
度
か
ら
25
年
度
末
で
約
５

千
ｍ
を
実
施
予
定
。
25
年
度
末

で
舗
装
率
は
約
81
％
と
な
る
見

込
み
。

千
代
田
町
内
に
は
40
㎞
の
未
舗

装
農
道
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
行

止
り
路
線
が
８
㎞
あ
り
未
舗
装

箇
所
解
消
の
た
め
、
国
・
県
に

補
助
事
業
の
開
拓
や
研
究
を
行
い
未
路
線

削
減
に
努
め
る
。

早
急
に
伐
採
し
て
頂
く
よ
う
国

に
対
し
、
強
く
要
請
す
る
。

野
目
ヶ
里
橋
梁
架
け
替
え
工
事

が
一
定
の
目
途
が
つ
い
た
時
点

で
取
り
組
む
。

総
合
計
画
実
現
に
は
課
題
が
山

積
す
る
中
で
、
ま
す
ま
す
強
く

な
る
も
の
を
覚
え
る
が
、
た
だ

た
だ
残
す
任
期
を
精
い
っ
ぱ
い

真
面
目
に
、
公
正
に
務
め
上
げ
る
こ
と
が

今
の
私
の
最
優
先
す
る
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

神
埼
市
に
関
係
す
る
区
間
に
つ

い
て
は
、
全
て
整
備
が
完
了
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
全
体

の
進
捗
率
は
事
業
費
ベ
ー
ス
で

80
％
の
進
捗
率
で
あ
り
、
完
成
年
度
と
し

て
は
、
平
成
35
年
度
完
了
を
目
標
と
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

A

建設課長

A

建設課長

A
総務企画

部長

A
産業建設

部長

A
産業建設

部長

A
産業建設

部長

A
産業建設

部長

A

市長

A
産業建設

部長
田
手
川
の
河
川
改
修
に
つ
い
て

は
、
神
埼
市
に
属
す
る
部
分
は
、

ほ
ぼ
終
了
し
て
い
る
よ
う
だ

が
、
現
在
の
河
川
改
修
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

三
本
松
川
の
出
来
町
の
交
差
点

に
電
柱
が
あ
る
為
、
変
則
的
な

四
つ
角
に
な
っ
て
い
る
。
通
勤
、

通
学
時
に
は
非
常
に
危
険
性
が

高
い
が
市
と
し
て
の
対
応
を
伺
い
た
い
。

被
災
者
に
対
し
て
補
助
や
助
成

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

三
本
松
川
改
修
は
現
在
も
休
止

状
態
と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ
れ

で
は
い
つ
に
な
っ
た
ら
改
修
が

実
施
さ
れ
る
か
。
現
状
の
三
本

松
川
に
つ
い
て
は
、
数
年
前
に
Ｊ
Ｒ
踏
切

上
流
で
堤
防
の
破
堤
が
あ
り
、
道
路
で
あ

る
国
道
34
号
か
ら
出
来
町
ま
で
の
区
間
で

５
ヶ
所
の
地
盤
沈
下
が
見
ら
れ
る
。
沈
下

に
つ
い
て
は
、
毎
年
毎
年
ひ
ど
く
な
っ
て

い
る
状
況
で
あ
り
、改
め
て
、い
つ
に
な
っ

た
ら
改
修
が
実
施
さ
れ
る
か
確
認
す
る
。

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

定
住
対
策
に
つ
い
て

馬
場
川
河
川
整
備

田
手
川
の
河
川
整
備

千
代
田
町
内
の

　

農
道
整
備
の
進
捗
状
況
は

そ
の
他
の
質
問

・
鳥
羽
院
山
荘
の
管
理
状
況
に
つ
い
て
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市政を問う！《市民の声を》

一般質問

一般質問

宮地　　明

福田　淸道

市長は
どんなことを
したいと考えて
市長になったのか

子育て安心のまちへ、

「子供の貧困対策法」

への取り組み

法
治
主
義
に
つ
い
て
ど
う
い
う

ふ
う
な
印
象
を
持
っ
て
お
ら
れ

る
か
。

市
長
が
変
わ
る
と
ど
ん
な
点
が

変
わ
る
の
か
。

奨
学
金
制
度
の
あ
る
自
治
体

は
、
県
内
20
市
町
う
ち
、
13
自

治
体
。
残
念
な
が
ら
神
埼
市
は
、

奨
学
金
制
度
が
な
い
。
ぜ
ひ
こ

の
制
度
を
作
る
べ
き
で
あ
る
。

今
年
の
８
月
よ
り
生
活
保
護
費

の
引
下
げ
が
強
行
さ
れ
た
。
具

体
的
影
響
は
ど
の
程
度
か
。
準

要
保
護
受
給
対
象
者
に
は
、
そ

の
対
策
を
講
ず
べ
き
。

貧
困
の
連
鎖
を
防
止
す
る
た

め
、
本
年
６
月
、
国
会
に
お
い

て
議
員
発
議
で
「
子
供
の
貧
困

対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」

を
上
程
、
ま
た
政
府
も
「
子
供
の
貧
困
対

策
法
」
を
制
定
し
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
、
８
月
よ
り
施
行
さ
れ
た
。

こ
の
法
律
に
は
地
方
自
治
体
の
役
割
も
明

記
さ
れ
て
い
る
。
市
は
ど
の
よ
う
な
対
応

を
し
て
い
る
の
か
。長
引
く
不
況
の
な
か
、

年
収
２
０
０
万
円
以
下
の
相
対
的
貧
困
層

が
増
加
し
て
い
る
。
市
は
、
子
育
て
世
代

の
親
達
へ
の
具
体
的
支
援
策
を
早
急
に
取

る
必
要
が
あ
る
。

私
は
昭
和
四
十
四
年
か
ら
神
埼

町
役
場
の
職
員
と
し
て
奉
職
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
今
日
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
立

場
で
、
い
ろ
ん
な
面
で
市
民
の
方
か
ら
は

い
ろ
ん
な
心
を
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
り

ま
す
。
そ
の
心
に
お
応
え
を
し
た
い
と
、

こ
う
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

法
治
主
義
と
は
議
会
が
正
式
な

手
続
き
を
経
て
定
め
た
法
、
そ

れ
が
例
え
ば
ど
の
よ
う
な
法
で

あ
っ
て
も
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
の
が
法
治
主
義
で
ご
ざ
い
ま

す
。

地
方
公
共
団
体
は
地
域
に
お
け

る
事
務
及
び
そ
の
他
の
事
務
の

う
ち
、
法
律
ま
た
は
こ
れ
に
基

づ
く
政
令
で
定
め
ら
れ
て
い
る

事
務
を
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

そ
の
事
務
に
は
自
治
事
務
と
法
定
受
託

事
務
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
中
の
法
定
受

託
事
務
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
国
が
本

来
果
た
す
べ
き
事
務
を
自
治
体
が
代
行
し

て
い
る
事
務
を
指
し
ま
す
。
法
定
受
託
事

務
以
外
の
事
務
が
自
治
事
務
で
ご
ざ
い
ま

し
て
、
こ
の
自
治
事
務
は
法
令
に
基
づ
く

事
務
に
限
ら
れ
ず
、
自
治
体
が
地
域
に
お

い
て
住
民
福
祉
の
向
上
を
目
的
と
し
て
処

理
す
る
事
務
で
あ
り
ま
し
て
、
法
令
・
政

令
の
権
限
の
範
囲
の
中
で
市
長
の
裁
量
が

認
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
公
共
の
福
祉
に
反
し
な
い

限
り
の
範
囲
に
お
い
て
市
長
の
裁
量
が
認

め
ら
れ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
広
く
市
民
の

皆
様
の
意
見
を
拝
聴
し
な
が
ら
市
政
に
反

映
い
た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。

「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
法
」
は
、

子
ど
も
の
貧
困
の
解
消
、
教
育
の

機
会
均
等
、
健
康
で
文
化
的
な
生

活
の
保
障
、
次
世
代
へ
の
貧
困
の

連
鎖
の
防
止
等
を
目
的
及
び
基
本
理
念
と

し
て
制
定
さ
れ
た
法
律
で
す
。
市
と
し
て
今

後
策
定
さ
れ
る
、
国
、
県
の
支
援
策
等
に

も
十
分
配
慮
し
、
こ
の
法
律
の
趣
旨
に
沿
っ

た
対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

市
は
、
こ
れ
ま
で
奨
学
金
制
度

に
つ
い
て
十
分
な
議
論
を
し
て

き
て
い
な
い
。
他
の
自
治
体
の

制
度
の
内
容
な
ど
、
情
報
の
収

集
を
行
い
た
い
。

ひ
と
り
親
家
庭
、
母
子
世
帯
で

小
学
４
年
、
中
学
１
年
ぐ
ら
い

の
家
庭
が
平
均
的
と
し
て
、
月

額
約
４
，
２
２
０
円
程
度
の
減

額
と
な
る
。従来

の
援
助
対
象
者
を
継
続
す

る
と
す
れ
ば
、
生
活
保
護
基
準

を
１
・
34
倍
に
引
き
上
げ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

国
の
対
策
等
を
見
極
め
、
市
民

の
皆
さ
ん
が
望
ま
れ
、
喜
ば
れ

る
方
向
で
教
育
委
員
会
、
福
祉

部
と
検
討
・
協
議
を
し
、
進
め

て
い
き
た
い
。

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

A

市長

A
総務企画

部長

A
総務企画

部長

A

教育部長

A

教育部長

A

福祉課長

A

教育部長

A

市長

そ
の
他
の
質
問

・
職
員
人
事
に
対
す
る
市
長
の
基
本
的
な

考
え
は

・
神
埼
市
に
お
け
る
、
今
後
の
農
業
政
策

の
取
り
組
み
は

・
担
い
手
農
家
と
集
落
営
農
の
耕
作
面
積

の
割
合
と
、
農
業
所
得
は

「
奨
学
金
制
度
」制
度
の
創
設
を

準
要
保
護
基
準
１
・
３
倍
限
度

　
　
　
　

比
率
の
見
直
し
を
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市政を問う！《市民の声を》

一般質問

一般質問

原口ひさよ

山田　一明

将来的な

建設技能者の

確保・育成について

自主財源拡大

確保策は

至上命題では

市
税
徴
収
率
は
平
成
23
年
度
、

平
成
24
年
度
各
年
度
１
ポ
イ
ン

ト
ず
つ
向
上
、
平
成
23
年
度
コ

ン
ビ
ニ
収
納
が
導
入
さ
れ
た
結

果
な
の
か
。滞

納
繰
越
分
の
徴
収
と
平
成
21

年
度
よ
り
開
設
さ
れ
て
い
る
県
滞

納
整
理
推
進
機
構
の
活
用
を
聞
く
。

平
成
20
年
度
に
地
方
税
法
の
改

正
に
よ
り
制
度
化
さ
れ
た
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
の
現
状
と
拡
大
策
は
。

南
部
工
業
団
地
開
発
の
問
題
点

は
。

毎
年
度
当
初
に
神
埼
市
建
設
業

協
会
の
主
催
に
よ
る
意
見
交
換

会
に
神
埼
土
木
事
務
所
と
市
と

出
席
、
ま
た
、
市
の
商
工
会
と

も
同
様
に
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
る
。
当

面
の
建
設
人
材
不
足
対
策
は
、人
材
確
保
、

人
材
育
成
、
人
材
移
動
の
円
滑
化
の
３
つ

制
度
発
足
か
ら
本
年
度
７
月
末

迄
全
国
か
ら
61
件
の
方
々
か
ら

総
額
１
億
１
，
９
１
９
万
円
の

御
寄
附
を
頂
い
た
。
拡
大
策
は

こ
れ
迄
市
報
又
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
首

都
圏
ふ
る
さ
と
会
や
県
外
行
事
に
お
い
て

Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
き
た
。
今
年
度
新
た
な
取

り
組
み
と
し
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
払
い
込

み
票
が
一
体
と
な
っ
た
チ
ラ
シ
型
の
納
付

書
の
作
成
を
行
っ
た
。

県
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
の
影
響

等
に
つ
い
て
調
整
の
指
摘
を
受
け

県
と
調
整
を
行
っ
て
い
る
。
農
政

局
に
よ
る
現
地
視
察
で
工
業
団
地

造
成
を
実
施
し
て
も
営
農
活
動
に
支
障
が

な
い
と
確
認
さ
れ
、
農
政
局
と
の
協
議
に

つ
い
て
も
よ
い
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
。

預
貯
金
か
ら
の
口
座
振
替
え
制

度
の
推
進
を
や
っ
て
お
り
、
平

成
23
年
度
か
ら
納
税
者
の
利
便

性
に
配
慮
し
た
コ
ン
ビ
ニ
収
納

を
取
り
入
れ
た
。
コ
ン
ビ
ニ
収
納
は
平
成

23
年
度
の
利
用
は
１
７
，
７
３
３
件
、
平

成
24
年
度
２
２
，
９
７
３
件
の
利
用
が
あ

り
約
５
，２
０
０
件
の
利
用
者
増
と
な
っ
た
。

未
納
者
へ
は
督
促
状
発
送
そ
の

後
催
告
状
を
年
２
回
送
付
、
納

税
相
談
受
付
け
や
放
置
さ
れ
た

場
合
は
、
差
し
押
さ
え
等
の
滞

納
処
分
も
あ
り
う
る
旨
の
通
知
を
行
う
。

催
告
状
送
付
に
反
応
し
な
い
悪
質
な
滞
納

者
に
対
し
て
は
、
善
良
な
る
納
税
者
と
の

公
平
を
保
つ
た
め
滞
納
処
分
の
開
始
と
な

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

A
産業建設

部長

A
総務企画

部長

A
産業建設
部理事

A
市民福祉

部長

A
市民福祉

部長

建
設
産
業
は
社
会
の
基
盤
を
支

え
、
人
々
の
生
活
を
守
る
た
め

に
必
要
不
可
欠
な
基
幹
産
業
で

あ
る
。
建
設
投
資
の
急
激
な
減

少
に
よ
り
受
注
競
争
が
激
化
す
る
中
で
、

技
能
労
働
者
の
就
労
環
境
が
悪
化
す
る
と

と
も
に
、
他
産
業
を
上
回
る
高
齢
化
と
若

年
入
職
者
の
減
少
、
建
設
労
働
者
の
定
着

率
の
低
下
で
人
材
不
足
が
深
刻
化
す
る
見

込
み
で
あ
る
。こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に
、

平
成
25
年
６
月
に
国
土
交
通
省
と
厚
生
労

働
省
が
連
携
し
当
面
の
建
設
人
材
不
足
対

策
の
取
り
ま
と
め
が
な
さ
れ
た
。
将
来
的

な
技
能
者
の
確
保
・
若
年
者
の
育
成
・
入

職
率
の
拡
大
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、

市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
支
援
や
ア
ド
バ
イ

ス
が
で
き
る
の
か
。

Q

質 問

そ
の
他
の
質
問

・
神
埼
中
央
公
民
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

伴
う
公
共
施
設
の
利
用
に
つ
い
て

の
視
点
か
ら
成
り
、
施
策
を
実
行
に
移
す

た
め
実
態
調
査
日
と
し
て
来
年
度
概
算
要

求
で
８
，
２
０
０
万
円
ほ
ど
計
上
さ
れ
、

現
状
把
握
と
改
善
策
の
検
討
が
な
さ
れ
る

も
の
と
考
え
る
。

　

将
来
の
担
い
手
の
確
保
や
技
術
の
継
承

な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
国
の
新
た
な
方

針
や
支
援
策
が
出
れ
ば
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
又
、
若

者
の
就
職
率
ア
ッ
プ
や
技
能
労
働
者
の
育

成
に
は
、
県
労
働
局
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と

連
携
し
、
人
材
育
成
と
確
保
の
支
援
に
関

す
る
助
成
制
度
の
活
用
推
進
に
向
け
て
、

情
報
提
供
と
周
知
を
図
っ
て
行
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

る
。
納
税
者
の
財
産
、
給
与
、
預
貯
金
等

の
調
査
差
し
押
さ
え
を
行
う
。
滞
納
整
理

の
強
化
を
図
り
財
源
確
保
に
務
め
る
。
個

人
住
民
税
な
ど
徴
収
対
策
に
取
り
組
む
。

県
滞
納
整
理
推
進
機
構
平
成
21
年
度
に
設

置
さ
れ
、
神
埼
市
も
機
構
へ
参
加
し
、
研

修
を
図
る
目
的
で
職
員
の
派
遣
を
行
っ
て

い
る
。
研
修
を
終
え
た
職
員
が
研
修
成
果

を
発
揮
し
、
滞
納
整
理
事
務
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
困
難
な
滞
納
案
件
は
整
理
機
構

と
連
携
し
、
滞
納
整
理
に
当
っ
て
い
る
。

神埼中央公民館
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一般質問

一般質問

田原　和幸

廣瀧　恒明

西九州大学との

提携強化について

中山間地
山麓地域の
鳥獣（イノシシ）
被害防止対策は

教
育
理
念
の
あ
す
な
ろ
精
神
を

体
現
し
た
学
生
が
実
学
研
究
等

で
研
鑽
し
、
社
会
に
貢
献
し
て

く
れ
る
こ
と
が
、
西
九
州
大
は
勿
論
、
市

に
も
今
後
の
発
展
に
大
い
に
重
要
だ
。
研

究
分
野
の
強
み
を
活
か
し
た
官
学
発
の
新

規
食
品
開
発
な
ど
、
も
っ
と
市
内
業
者
に

も
貢
献
し
、
大
学
、
学
生
の
バ
リ
ュ
ー
と

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
高
め
る
様
な
取

り
組
み
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
。

ひ
し
ぼ
う
ろ
の
包
装
パ
ッ
ケ
ー

ジ
、
西
九
州
大
の
文
字
を
も
っ

と
大
き
く
す
る
意
が
あ
る
か
。

同
じ
く
共
同
開
発
の
「
神
埼
の
恵

み
弁
当
」（
四
季
折
々
の
受
注
販

売
）、
特
注
で
あ
れ
ば
、
議
会
開

催
中
に
で
も
執
行
部
と
議
員
で
シ
ー
ズ
ン

に
１
回
ぐ
ら
い
食
べ
て
も
い
い
と
思
う
が
。

温
故
知
新
的
事
業
に
寄
付
者
の

思
い
に
答
え
て
る
ふ
る
さ
と
寄

付
基
金
を
充
当
す
る
の
は
大
賛

成
。
儒
教
の
五
倫
五
常
の
仲
で
、
仁
、
義
、

礼
、智
、信
が
あ
り
最
初
に
「
仁
」
が
あ
る
。

生
家
の
前
に
あ
る
仁
比
山
神
社
の
「
仁
」。

仁
の
道
を
志
し
医
は
仁
術
の
精
神
を
貫

く
、
そ
う
い
う
宿
命
運
命
が
彼
に
は
あ
っ

た
。「
仁
」
の
字
を
生
か
す
取
り
組
み
は
。

大
学
の
活
動
報
告
を
拝
見
す
る
と
、

神
埼
市
を
支
援
し
よ
う
と
言
う
思

い
が
十
分
に
読
み
取
れ
る
。
そ
う

い
っ
た
大
学
の
意
を
酌
む
必
要
が
あ
る
。
プ

ラ
ン
実
行
の
為
に
は
緊
密
な
協
議
で
西
九
州

大
の
協
力
を
得
や
す
い
形
に
す
べ
き
だ
が
。

認
知
障
が
い
の
早
期
発
見
と
防

止
対
策
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
く
の
か
。

鳥
獣
被
害
対
策
は
、
農
山
村
の

暮
ら
し
を
守
り
維
持
す
る
上
で

重
要
な
課
題
だ
。
地
域
を
守
る

た
め
に
も
支
援
対
策
の
強
化
を

望
む
。今
後
国
・
県
の
対
策
も
含
め
市
と
し

て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
取
っ
て
い
く
の
か
。

防
災
方
針
の
中
で
、
自
主
防
災

力
の
向
上
を
図
る
と
あ
る
。
又

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
よ
る
と
脊

振
町
全
域
、
志
波
屋
・
三
谷
・

仁
比
山
地
区
は
土
石
流
氾
濫
地
域
・
急
傾

学
官
、
ま
た
産
学
官
の
取
り
組

み
実
績
は
、
健
康
、
栄
養
部
門

で
６
つ
の
事
業
に
参
画
頂
き
、

計
画
の
策
定
や
食
品
開
発
研
究

に
協
力
頂
い
て
い
る
。

次
回
の
食
育
プ
ラ
ン
も
知
恵
を

拝
借
し
な
が
ら
策
定
し
た
い
。

関
係
者
と
の
協
議
の
中
で
提
起

し
て
行
く
。

継
続
的
活
動
に
取
り
組
む
組

織
、
担
当
者
が
必
要
で
あ
り
関

係
機
関
等
の
協
力
に
よ
り
準
備

を
進
め
た
い
。

教
育
用
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
中
で
活
用

で
き
な
い
か
検
討
し
ま
す
。

早
々
に
検
討
さ
せ
ま
す
。

全
体
的
な
被
害
防
止
を
図
る
た

め
防
除
対
策
、
捕
獲
対
策
、
鳥
獣

の
住
み
分
け
対
策
の
組
み
合
わ
せ

で
進
め
て
い
く
。
被
害
の
深
刻

化
・
広
域
化
を
踏
ま
え
、
平
成
25
年
度
鳥

獣
被
害
防
止
総
合
対
策
事
業
の
国
の
支
援

を
受
け
脊
振
７
地
区
、
神
埼
３
地
区
の

メ
ッ
シ
ュ
12
㎞
の
設
置
を
行
な
う
。
今
後

に
お
い
て
も
山
間
・
山
麓
地
の
実
情
を
配

慮
し
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
い
制
度
を

活
用
し
支
援
の
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

毎
年
各
地
区
に
お
い
て
避
難
経

路
の
確
認
を
し
、
春
と
秋
に
市

内
数
集
落
単
位
で
訓
練
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
災
害
に
て
孤
立

状
態
に
な
っ
た
場
合
す
み
や
か
に
情
報
収

集
し
市
で
の
対
応
が
で
き
な
い
場
合
県
等

に
要
請
す
る
。
今
後
も
命
を
守
る
意
識
の

高
揚
が
図
れ
る
よ
う
区
長
、
役
員
を
通
じ

て
防
災
訓
練
を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

加
齢
に
よ
る
「
も
の
忘
れ
」
記

憶
な
ど
の
機
能
が
低
下
し
て
い

く
「
軽
度
認
知
障
が
い
」
を
最

近
耳
に
し
ま
す
。
こ
の
認
知
症

を
早
期
に
発
見
し
治
療
す
る
こ
と
で
症
状

が
改
善
で
き
ま
す
。
認
知
症
に
関
し
て
の

正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
事
業
を
医
師
会

又
専
門
機
関
と
協
力
し
て
対
応
し
て
い
ま

す
。

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

A
総務企画

部長

A
総務企画

部長

A
政策推進

室長

A
政策推進

室長

A
政策推進

室長

A

市長

A

市長

A
産業建設

部長

A
福祉事務

所長

伊
東
玄
朴
顕
彰
会
の

　

在
り
方
と
今
後
に
つ
い
て

自
主
防
災
力
の
向
上

認
知
障
が
い
に
つ
い
て

斜
危
険
区
域
に
ほ
ぼ
指
定
さ
れ
て
い
る
が

３
年
前
の
災
害
で
も
分
か
る
よ
う
に
地
域

の
孤
立
化
防
止
又
自
主
防
災
力
の
向
上
対

策
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

そ
の
他
の
質
問

・
市
職
員
の
ま
ち
づ
く
り
研
修
は
ど
う
し

て
い
る
か

・
市
民
団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
中
間
支
援

組
織
の
活
用

・
減
災
へ
の
対
策
強
化
に
つ
い
て
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一般質問

宮島　　清

市の各種計画に

ついて

神埼市内の

空き家調査の

進捗状況と対策

管
理
不
充
分
な
空
き
家
の
増
加

で
、
防
災
や
治
安
確
保
の
徹
底

を
図
り
、
所
有
者
へ
の
改
善
が

必
要
で
あ
る
が
市
の
対
応
は
。

空
き
家
で
の
地
域
の
問
題
と
し

て
、
全
国
的
に
敷
地
内
で
の
雑

草
の
茂
り
や
今
後
問
題
発
生
が

予
想
さ
れ
る
相
談
、
火
災
発
生

の
誘
発
等
が
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
市
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

適
正
に
管
理
さ
れ
な
い
理
由
と

し
て
、
遠
方
に
居
住
し
定
期
的

な
管
理
が
で
き
な
い
事
や
、
居

住
者
の
死
亡
に
よ
る
相
続
人
不

在
、
補
修
や
解
体
費
用
が
負
担
で
き
な
い

等
が
あ
る
。市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

問
題
解
決
に
お
い
て
、
使
え
る
空

き
家
を
新
た
な
地
域
資
源
と
捉
え

る
場
合
と
、
問
題
化
し
た
空
き
家

は
、
周
辺
の
悪
影
響
を
考
え
除
去

す
る
方
法
な
ど
、
空
き
家
条
例
を
作
る
等

の
考
え
は
な
い
の
か
、
市
の
取
り
組
み
は
。

総
務
省
の
調
査
で
は
、
全
国
の

空
き
家
は
全
体
の
約
13
％
に

な
っ
て
い
る
が
、
昨
年
調
査
し

た
市
内
の
実
態
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

空
き
家
が
発
生
す
る
原
因
と
し

て
、
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少

の
変
化
で
核
家
族
化
や
高
齢
者

で
亡
く
な
っ
た
り
、
施
設
へ
の

入
所
や
子
ど
も
の
世
帯
に
同
居
す
る
等
が

考
え
ら
れ
る
が
、
市
の
考
え
は
。

市
に
お
い
て
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
の
利

用
で
年
間
六
千
万
円
弱
の
抑
制
が

出
来
ま
す
。
差
額
の
通
知
に
つ
い

て
は
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
通
知

を
発
送
し
た
い
と
計
画
し
て
い
ま
す
。

理
科
・
算
数
・
数
学
等
の
授
業

時
間
が
大
幅
に
増
え
た
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
の
実
験
機
器
や
必

要
な
整
備
の
基
本
的
な
整
備
は

出
来
て
い
ま
す
。

今
後
十
分
検
討
し
な
が
ら
進
め

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

空
き
家
対
策
検
討
会
を
開
催
し

検
討
し
て
い
る
。

ゴ
ミ
の
放
置
や
雑
草
の
繁は
ん

茂も

に

よ
る
景
観
の
悪
化
や
防
犯
上
の

問
題
と
考
え
て
い
る
。

古
い
家
屋
は
維
持
費
用
が
か
か

り
、
投
資
経
費
を
渋
る
傾
向
が

あ
り
廃
屋
が
出
て
来
る
と
考
え

て
い
る
。

県
内
市
町
の
条
例
化
し
て
い
る

所
、
し
て
い
な
い
所
の
対
策
事

例
を
参
考
に
し
、
一
定
の
方
向

性
に
向
け
て
検
討
す
る
。

神
埼
町
４
・
63
％
、
千
代
田
町

２
・
89
％
、
脊
振
町
13
・
53
％

で
全
体
で
は
、４
・
６
％
で
あ
る
。

神
埼
市
は
合
併
後
世
帯
数
は
増

え
て
い
る
が
、
人
口
は
減
少
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
核
家
族
が

進
ん
で
い
る
と
推
定
し
て
い
る
。

策
定
は
法
令
や
規
制
に
基
づ
き
策

定
し
て
い
る
。
市
民
の
ニ
ー
ズ
・

社
会
情
勢
・
都
市
ビ
ジ
ョ
ン
を
明

確
化
し
計
画
的
・
総
合
的
・
持

続
的
な
行
政
運
営
を
し
て
い
く
指
針
と
し
、

市
民
に
対
す
る
公
表
は
社
会
情
勢
や
財
源

も
変
化
し
て
い
る
た
め
控
え
て
い
ま
す
。

合
併
し
職
員
も
研
修
・
研
鑽
を
重

ね
て
い
る
が
ま
だ
及
ば
な
い
。
今

後
は
そ
う
い
っ
た
も
の
に
臨
め
る

職
員
の
資
質
の
向
上
に
努
め
て
行
き
た
い
。

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

A
市民福祉

部長

A

教育部長

A

教育部長

A
総務企画

部長

A
総務企画

部長

A
総務企画

部長

A
総務企画

部長

A
総務企画

部長

A
総務企画

部長

A
総務企画

部長

A

市長

神
埼
市
の
総
合
計
画
や
国
土
利

用
計
画
・
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
な
ど
の
策
定
や
チ
ェ
ッ

ク
は
ど
の
様
に
さ
れ
て
い
る
か
。
七
月
に

配
付
さ
れ
た
総
合
計
画
の
後
期
計
画
（
五

年
間
）
に
は
、
何
を
何
時
ま
で
に
ど
う
す

る
等
の
具
体
的
な
実
施
計
画
項
目
が
何
一

つ
見
当
た
ら
な
い
が
ど
う
し
て
な
の
か
。

高
齢
化
や
医
療
の
高
騰
に
よ
る

国
保
の
運
営
が
厳
し
く
な
る
中

に
お
い
て
医
療
費
抑
制
に
つ
な

が
る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

市
民
へ
の
啓
蒙
や
差
額
通
知
の
告
知
や
取

り
組
み
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

科
学
や
技
術
立
国
を
目
指
し
、

新
学
習
指
導
要
綱
に
お
い
て
理

科
授
業
時
間
の
見
直
し
が
さ
れ

た
が
市
の
対
応
は
十
分
か
。

学
校
建
設
以
後
、
理
科
室
の
近

代
的
整
備
は
さ
れ
た
の
か
。

配
布
さ
れ
る
総
合
計
画
の
内
容
が

相
加
的
で
具
体
性
の
無
い
内
容

だ
。
事
業
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
り

大
体
の
事
業
費
・
実
施
時
期
く
ら
い
は
記
す

べ
き
だ
。
世
の
中
が
変
化
し
て
い
る
か
ら
と

の
理
由
だ
が
余
程
の
天
変
地
変
が
な
い
限

り
、
行
政
の
事
業
は
変
化
し
な
い
。
多
額
の

費
用
で
作
ら
れ
た
各
種
の
計
画
書
は
今
後
、

内
容
あ
る
も
の
に
変
え
て
行
く
べ
き
だ
。

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

国
民
健
康
保
険
の
医
療
費
に
つ
い
て

小
中
学
校
の
理
科
教
育
設
備
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

・
自
主
防
災
計
画
の
策
定
と
市
の
対
策

・
通
所
サ
ー
ビ
ス
の
実
態
と
今
後
の
取
り

組
み

野副　 昭
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市政を問う！《市民の声を》

治
水
対
策
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

歴
史
的
遺
産
の
整
備
に
つ
い
て

責
任
を
も
っ
た
上
で
職
務
遂
行

の
為
、
職
務
命
令
を
出
し
て
い

る
。
そ
れ
以
外
の
職
員
も
神
埼

市
民
の
一
人
と
し
て
、
積
極
的

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
姿
勢
が
と

て
も
大
事
だ
と
考
え
て
い
る
。

最
近
の
異
常
と
も
思
え
る
局
地

的
な
大
雨
に
対
し
て
は
、
ダ
ム

に
よ
る
洪
水
の
調
整
は
治
水
対

策
の
最
も
有
効
な
手
段
と
考
え

て
い
る
。
今
後
共
、
定
期
的
開
催
の
三
者

会
議
（
筑
後
川
河
川
事
務
所
、
佐
賀
県
、

神
埼
市
）
の
中
で
積
極
的
に
要
望
し
て
い

き
た
い
。基

本
計
画
を
策
定
し
、
評
価
委

員
会
の
意
見
又
、
集
落
規
模
、

施
設
の
収
容
人
員
の
推
計
を
行

い
、
規
模
、
概
要
に
つ
い
て
検

討
し
、
整
備
の
具
体
化
を
図
る
。

A

副市長

A
脊振

支所長

A
産業建設
部理事

一般質問

山口　義文

職員の意識改革と

行動に変化は

神
埼
市
の
地
域
３
大
祭
り
で
あ

る
、
か
ん
ざ
き
宿
場
祭
り
、
城

原
川
ハ
ン
ギ
ー
祭
り
、
脊
振
わ

ん
ぱ
く
祭
り
。
更
に
は
、
さ
が

桜
マ
ラ
ソ
ン
が
成
功
裡
に
終
わ
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
各
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
の
協
力
の
成
果
だ
っ
た
と
思
う
。
桜

マ
ラ
ソ
ン
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
し
た
際

に
、
市
民
か
ら
「
市
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ら
職
員
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
出
る
べ

き
」
と
の
声
が
多
か
っ
た
が
。

私
達
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
出
る

と
き
に
は
、
自
分
の
役
割
は
責

任
持
っ
て
最
後
ま
で
や
り
ま

す
。
職
員
の
皆
さ
ん
に
す
べ
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
と
は
言
わ
な
い
。
職
員

だ
か
ら
と
上
か
ら
目
線
じ
ゃ
な
く
市
民
目

治
水
対
策
の
方
向
性
を
示
し
、

流
域
住
民
の
安
心
安
全
な
対
策

を
図
る
事
が
重
要
だ
と
思
う

が
。

王
仁
天
満
宮
周
辺
整
備
は
、
駐

車
場
、
ト
イ
レ
、
休
憩
所
な
ど
、

観
光
地
と
し
て
施
設
整
備
が
進

ん
で
い
な
い
の
が
現
実
。

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

桜
マ
ラ
ソ
ン
に
従
事
し
た
職
員

に
つ
い
て
は
、
大
会
運
営
に
係

る
業
務
に
携
わ
り
、
任
さ
れ
た

セ
ク
シ
ョ
ン
に
責
任
を
担
っ
て

い
る
の
で
、
職
務
命
令
に
よ
る
週
休
日
の

振
替
勤
務
と
し
た
。
県
や
佐
賀
市
に
お
い

て
も
同
様
な
措
置
が
な
さ
れ
て
い
る
。

A
総務企画

部長

線
で
考
え
る
意
識
を
持
っ
て
ほ
し
い
が
。

全国市議会議長会表彰

　５月 22 日に開催されました「第 89 回全国市議会議長
会定例総会」において、議会議員として、長きにわたり
地方自治の発展と振興に貢献された功績により、永沼議
員が表彰を受けられました。（町議会議員としての功績
も含みます。）

永沼　彰 議員
（10 年）

表彰の様子

市議会を
傍聴しませんか？

　次の定例会は、11月 29

日開会予定です。

　日程などの詳細は、議会

事務局までお問い合わせく

ださい。

（☎ 44－ 2082）
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編
集
後
記

　

日
が
短
く
な
り
、
秋
の
気
配
で
心
が
和

ら
ぎ
「
天
高
く
馬
肥
ゆ
る
秋
」
の
季
節
を

迎
え
て
い
ま
す
。

　

少
し
前
ま
で
は
、
梅
雨
が
明
け
た
か
と

思
え
ば
、
暑
く
長
い
夏
が
あ
り
、
全
国
各

地
で
観
測
記
録
を
塗
り
替
え
る
「
厳
し
い

夏
」
で
あ
り
ま
し
た
。
季
節
の
移
り
変
わ

り
は
早
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

論
語
の
中
に
「
天
何
を
か
言
わ
ん
や
、

四
時
行
わ
れ
百
物
生
ず
」（
天
は
何
も
言
わ

な
い
け
れ
ど
も
、
春
夏
秋
冬
は
自
然
と
め

ぐ
っ
て
お
り
、
全
て
の
も
の
が
生
ま
れ
て

い
る
）
と
言
っ
て
い
ま
す
。
日
々
を
大
切

に
し
た
い
も
の
で
す
。

　

私
た
ち
の
任
期
も
、
あ
と
半
年
と
な
り
、

残
さ
れ
た
期
間
を
精
一
杯
頑
張
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
共
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
、
ご
指
導

ご
鞭
撻
の
程
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。�

（
記　

野
副
芳
昭
）

広
報
委
員
会

委 

員 

長　

白
石　

昌
利

副
委
員
長　

野
副　

昭

委
　
　
員　

宮
地　
　

明

委
　
　
員　

野
口　

英
樹

委
　
　
員　

原
口
ひ
さ
よ

委
　
　
員　

内
田　

良
治

発見かんざき　―北から南から―

伊 東 玄 朴伊 東 玄 朴
　寛政12年12月28日（1801年２月11日） －明治４年１月２日
（1871年2月20日）
　幕末の蘭方医。幕府奥医師。名は淵。肥前国（現在の佐賀県神
埼市神埼町的仁比山）出身。近代医学の祖で、官医界における蘭
方の地位を確立した。

　仁比山神社に仕える武士・執行重助の子と生まれ、佐賀藩士伊
東家の養子となる。実家の執行家は、佐賀藩着座執行家および櫛
田宮社家執行家の一族と考えられる。養家の伊東家は、戦国時代
の龍造寺氏譜代伊東家秀の子孫である。
　長崎の鳴滝塾で、シーボルトよりオランダ医学を学ぶ。シーボ
ルト事件では危うく連座を免れる。
　佐賀藩にて牛痘種痘法を実践し、弟子の池田多仲を同所の留守

神埼市役所敷地内にある像

伊東玄朴旧宅 出典：フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』

生涯・人物

居とした。同年 7 月 3 日、第 13 代将軍・徳川家
定の脚気による重態に際し、漢方医の青木春岱・
遠田澄庵、蘭方医の戸塚静海とともに幕府奥医師
に挙用される。蘭方内科医が幕医に登用されたの
は、伊東・戸塚が最初である。玄朴はこの機を逃
さず蘭方の拡張を計り、同 7 日には伊東寛斎・竹
内玄同の増員に成功した。これにより蘭方内科奥
医師は 4 名となったのである（なお、この時点で
林洞海・坪井信良が登用されたとするのは誤りで
ある）。さらに同年 10 月 16 日、時のコレラ流行
を利用し、松本良甫・吉田収庵・伊東玄圭ら蘭方
医の採用を申請した。

（いとう げんぼく）


